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市
で
は
、
洞
窟
の
入
り
口
上
部

に
ハ
ー
ト
型
を
し
た
岩
肌
（
自
然

の
浸
食
に
よ
る
も
の
）
が
見
ら
れ

る
こ
と
か
ら
、「
愛
の
洞
窟
」（
丹

後
町
犬
ヶ
岬
）
と
呼
ば
れ
地
元
に

親
し
ま
れ
て
い
る
日
本
最
大
級
の

海
蝕
洞
（
※
１
）
を
有
効
活
用
し

よ
う
と
、
そ
の
可
能
性
に
つ
い
て

調
査
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

本
調
査
（
特
定
非
営
利
活
動

法
人
環
境
教
育
技
術
振
興
会
へ
委

託
）
で
は
、
洞
窟
の
特
性
を
考
慮

し
、ダ
イ
ビ
ン
グ
を
は
じ
め
、シ
ー

カ
ヤ
ッ
ク
や
シ
ュ
ノ
ー
ケ
リ
ン
グ

な
ど
の
マ
リ
ン
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ

た
観
光
振
興
や
漁
業
者
の
連
携

に
よ
る
地
域
活
性
の
観
点
か
ら
実

施
。そ
の
結
果
、日
本
最
大（
※
２
）

の
半
水
面
洞
窟（
直
線
２
０
０
㍍・

最
深
約
15
㍍
）
で
あ
る
こ
と
が
確

認
で
き
ま
し
た
。

　
調
査
を
行
っ
た
同
振
興
会
の
岩

井
克
巳
理
事
は
、「
ダ
イ
ナ
ミ
ッ

ク
で
面
白
い
地
形
。
人
を
襲
わ
な

い
ド
チ
ザ
メ
も
見
ら
れ
、
ス
ポ
ッ

ト
と
し
て
の
価
値
は
あ
る
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

　
今
後
は
、
レ
ジ
ャ
ー
ダ
イ
ビ
ン

グ
が
自
然
環
境
や
水
産
資
源
な
ど

に
与
え
る
影
響
や
運
用
上
の
安
全

面
を
考
慮
し
つ
つ
、
自
然
豊
か
な

本
市
や
海
産
物
の
付
加
価
値
を
高

め
、
観
光
と
漁
業
の
マ
ッ
チ
ン
グ

に
よ
る
相
乗
効
果
と
地
域
の
ブ
ラ

ン
ド
化
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

※
１　
海
蝕
洞
…
波
浪
に
よ
る
侵
食

で
海
食
崖
に
形
成
さ
れ
た
洞
窟
。

※
２　
本
調
査
を
振
興
会
が
、
国
内

の
観
光
関
係
の
洞
窟
ス
ポ
ッ
ト
を
調

べ
た
範
囲
の
中
で
最
大
と
す
る
も
の

で
す
。（
公
的
な
根
拠
は
無
し
）

包括連携協定調印式で中山市長と連携を誓う
吉田学長㊤、大城学長㊦

㊤「愛の洞窟」内部を調査するダイバー㊦直
線距離 200㍍の洞窟入り口

まちづくり

立
命
大
、
京
産
大
と
包
括
連
携
協
定
を
締
結

地
方
創
生
を
目
指
し
大
学
と
連
携
協
力

　
地
方
創
生
を
推
進
す
る
本
市
で

は
、
大
学
と
の
包
括
的
な
連
携
の

も
と
、
相
互
の
協
力
・
交
流
に
よ

り
地
域
社
会
の
発
展
と
人
材
の
育

成
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
平

成
27
年
12
月
、
立
命
館
大
学
お
よ

び
京
都
産
業
大
学
と
連
携
協
力

に
関
す
る
協
定
書
を
締
結
し
ま
し

た
。

　
本
協
定
の
締
結
に
よ
り
、産
業
、

ま
ち
づ
く
り
、教
育・研
究・文
化
、

健
康
・
福
祉
、
環
境
保
全
、
人
材

育
成
そ
の
他
目
的
達
成
の
た
め
市

と
大
学
が
必
要
と
認
め
る
あ
ら
ゆ

る
分
野
に
つ
い
て
、
包
括
的
に
連

携
・
協
力
を
展
開
し
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

立
命
館
大
学
と
協
定
締
結

　
12
月
17
日
、
立
命
館
大
学
（
京

都
市
）
朱
雀
キ
ャ
ン
パ
ス
に
お
い

て
、
吉
田
美
喜
夫
学
長
と
中
山
市

長
が
出
席
し
、
協
定
の
調
印
式
に

臨
み
ま
し
た
。

　
協
定
締
結
に
当
た
り
、
吉
田
学

長
は
、「
京
丹
後
市
を
も
う
ひ
と

つ
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
し
、
多
く
の

学
生
、
研
究
者
が
活
躍
す
る
こ
と

を
期
待
し
て
い
る
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

京
都
産
業
大
学
と
協
定
締
結

　

立
命
館
大
学
に
続
き
12
月
21

日
、
京
都
産
業
大
学
（
京
都
市
）

に
お
い
て
、
大
城
光
正
学
長
と
中

山
市
長
が
出
席
し
、
協
定
の
調
印

式
を
執
り
行
い
ま
し
た
。

　
大
城
学
長
は
、「
今
回
の
協
定
調

印
は
ス
タ
ー
ト
。
こ
れ
か
ら
し
っ
か

り
と
実
績
を
つ
ん
で
行
き
た
い
」

と
抱
負
を
語
り
ま
し
た
。

　
本
協
定
締
結
を
き
っ
か
け
と
し

て
、
両
大
学
は
「
京
丹
後
市
夢
ま

ち
創
り
大
学
」（
※
）
に
参
加
す

る
こ
と
が
決
定
。
大
学
全
体
と
し

て
の
参
加
は
、
両
大
学
が
初
め
て

で
す
。

　
こ
れ
に
よ
り
、
計
４
万
人
以
上

の
大
学
生
か
ら
「
夢
ま
ち
創
り
大

学
」
活
動
へ
の
参
加
を
募
る
こ
と

が
可
能
と
な
り
、「
夢
ま
ち
創
り

大
学
」
の
飛
躍
的
拡
大
が
期
待
さ

れ
ま
す
。

※
大
学
と
地
域
の
連
携
を
通
じ
、

夢
と
活
力
の
あ
る
地
域
創
造
の
推

進
お
よ
び
大
学
研
究
の
機
能
と
成

果
の
向
上
を
目
指
す
取
り
組
み
。

本
協
定
締
結
に
よ
り
、
新
た
に
京

都
産
業
大
学
が
加
わ
り
、
全
国
９

大
学
と
な
っ
た
。

農政

平
成
27
年
度
産
米
の
食
味
検
査
結
果

食
味
最
高
93
点
、
平
均
値
78
点

　

市
で
は
環
境
に
や
さ
し
い
安

全
・
良
質
な
米
づ
く
り
を
推
進
し

て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し
て
年
間

を
通
し
て
お
米
の
食
味
検
査
を
実

施
し
て
い
ま
す
。
食
味
検
査
と
は

近
赤
外
線
分
光
分
析
に
よ
り
、
た

ん
ぱ
く
質
・
ア
ミ
ロ
ー
ス
・
水
分
・

脂
肪
酸
度
を
測
定
し
、
総
合
的
に

食
味
値
を
算
出
す
る
も
の
で
、
お

米
の
状
態
を
測
る
客
観
的
指
標
の

一
つ
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。

　
平
成
27
年
度
産
米
に
つ
い
て
は

計
５
９
４
件
の
検
査
申
請
が
あ
り

ま
し
た
（
平
成
27
年
11
月
30
日
現

在
）。
特
に
市
内
産
コ
シ
ヒ
カ
リ

玄
米
に
つ
い
て
は
４
５
８
件
の
申

請
が
あ
り
、
食
味
値
の
最
高
点
が

93
点(

峰
山
町
小
西)

、
平
均
点

は
平
成
26
年
度
産
米
よ
り
１
点
低

い
78
点
と
い
う
結
果
で
し
た
。

項　目 27年度 26年度
アミロース（％） 18.7 18.7
タンパク質（%） 7.3 7.2
水分（％） 14.6 14.3
脂肪酸（㎎／ 100 ｇ） 15.5 14.4
食味値（点） 78 79
食味ランク 優 優

　
市
で
は
「
日
本
一
の
特
Ａ
米
産

地
づ
く
り
推
進
事
業
」「
環
境
保

全
型
農
業
直
接
支
払
交
付
金
事

業
」「
地
域
資
源
循
環
型
農
業
推

進
事
業
」
な
ど
の
補
助
制
度
を
設

け
、
環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
良

質
な
米
づ
く
り
を
支
援
し
て
い
ま

す
。

　

具
体
的
に
は
、
資
材
購
入
費
、

冬
季
湛
水
や
減
農
薬
な
ど
の
取
り

組
み
等
に
対
し
て
補
助
金
を
交
付

す
る
も
の
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
農
政
課
（
☎
６
９

―
０
４
１
０
）
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成 27年度平均値
　　（京丹後市産コシヒカリ玄米　全458試料）

環
境
に
や
さ
し
い
安
全
・
良
質

な
米
づ
く
り
を
応
援
し
ま
す

こしたん
丹後産コシヒカリ
イメージキャラクター

直線距離
200㍍

海
業
水
産
課

☎
６
９
‐
０
４
６
０

「
愛
の
洞
窟 

♥ 

」
を
新
た
な
観
光
資
源
に

～～～
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住民生活

安
定
的
か
つ
持
続
可
能
な
事
業
運
営
の
た
め

２
期
目
の
し
尿
処
理
手
数
料
へ

　
本
市
で
は
、
し
尿
処
理
事
業
の

運
営
を
安
定
的
か
つ
持
続
的
に
実

施
す
る
た
め
、
平
成
26
年
４
月
か

ら
、し
尿
処
理
手
数
料
の
改
定（
値

上
げ
）
を
行
い
ま
し
た
。

　
手
数
料
は
、
激
変
緩
和
を
し
な

が
ら
、
平
成
30
年
に
か
け
て
段
階

的
に
引
き
上
げ
る
（
別
表
参
照
）

こ
と
と
し
、平
成
28
年
４
月
か
ら
、

第
２
期
目
（
１
㍑
当
た
り
10
円
）

の
改
定
料
金
と
な
り
ま
す
。

　
な
お
、
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び

介
護
保
険
第
１
段
階
世
帯
の
し

平
成
28
年

４
月
か
ら

段階的に改定する手数料（税込）
第１期（平成 26 年 4 月 1 日～ 28 年 3 月 31 日）

第 1 期（現行）（9 円／㍑）
200㍑まで 1,800 円
200㍑超過分 25㍑ごとに 225 円
第２期（平成 28年 4月 1日～ 30年 3月 31日）

第 2期改定後（10円／㍑）
200㍑まで 2,000 円
200㍑超過分 25㍑ごとに 250円
第 3 期（平成 30 年 4 月 1 日～）

�　第 3 期改定後（10.9 円／㍑）
200㍑まで 2,180 円
200㍑超過分 25㍑ごとに 272.5 円
※収集 1 回につき、10 円未満の端数は、切り捨て

尿
処
理
手
数
料
の
減
免
に
つ
い
て

は
、
継
続
し
て
行
う
検
討
を
進
め

て
い
ま
す
。

１世帯（3人）当たりの年間し尿処理手数料
（年間し尿汲み取り量3,000㍑（600㍑×５回分）の場合）

第１期 平成 26 年度～ 27 年度 5,400 円／回 27,000 円／年
第 2 期 平成 28 年度～ 29 年度 6,000 円／回 30,000 円／年
第 3 期 平成 30 年度～　　　 6,540 円／回 32,700 円／年

200 円
up

参 

考

竹
野
川
衛
生
セ
ン
タ
ー

☎
６
５
‐
２
８
３
６

くみ取りの申し込みはお早めに！!
　料金改定前は、くみ取りの申し込みが集中することが予想されますので、早めの
申し込みをお願いします。
　なお、３月中の受け付けでも、４月以降のくみ取りとなる場合がありますが、ご
了承ください。

※ 1　充電ステーションは、電動車両所有者向けに提供さ
　　れる認証及び会員サービスと提携して運用します。
※ 2　認証システムは、充電会員サービスに対応したカー
　　ド又はスマートフォン等の QR 登録認証により、使用
　　できます。
　　【 認証プロバイダ／サービス機関 】
　　①～③＝ｴﾈｹﾞｰﾄ（ｴｺＱ電）／日本充電ｻｰﾋﾞｽ（NCS）
　　④～⑦＝日本ﾕﾆｼｽ（ｽﾏｰﾄｵｱｼｽ）／日本充電ｻｰﾋﾞｽ（NCS）
※ 3　利用時間は、今後の利用状況等に応じて変更します。

環境

市
内
７
カ
所
に
電
気
自
動
車
用
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
が
完
成

ク
リ
ー
ン
エ
ネ
活
用
、
電
動
車
両
の
利
便
性
向
上

　
市
で
は
、電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）

な
ど
の
利
便
性
向
上
を
図
る
イ
ン

フ
ラ
整
備
と
し
て
、
市
内
の
道
の

駅
な
ど
の
公
共
ス
ぺ
ー
ス
に
お
い

て
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
活
用

し
た
Ｅ
Ｖ
向
け
充
電
ス
テ
ー
シ
ョ

ン
の
設
置
を
進
め
て
い
ま
す
が
、

市
内
７
カ
所
全
て
の
設
置
が
順
次

完
了
し
、
平
成
28
年
２
月
か
ら
全

て
の
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
で
供
用
を
開

始
し
ま
す
。

充電ステーションの整備効果
①電気自動車の普及促進により、排気ガス

（温室効果ガス）の排出が抑制されます。
②道の駅、観光施設などに設置することでス
トレスのない市内周遊を実現し、観光客並び
に市民の利便性向上が図れるとともに、誘客
を促進します。
③ EV 業務タクシーや送迎など、鉄道と鉄道
以外の公共交通機関との連携が図られ、市
内基幹ルート上への電気自動車の誘導対策
としての効果が期待できます。

　
②③⑥の３カ所は、太陽光発電システ
ムと蓄電システムの併設型ステーショ
ンです。通常時はクリーンエネルギー

の充電ステーションとして、災
害時など停電時には自立運転
による非常用の電力供給ステー
ションとして運用できます。�

急速・普通充電器
普通充電器

環
境
バ
イ
オ
マ
ス
推
進
課

☎
６
９
‐
０
４
８
０

京丹後市消防出初式を挙行
防災

消防団員ら一年の防災・防火へ決意新た
　新春恒例の京丹後市消防出初式が１月 10 日、京都府丹後文化
会館で行われ、消防団員をはじめ関係者約９２０人が出席し、盛
大に挙行されました。
　式典では、優良消防団員１７４人の表彰をはじめ来賓による祝
辞のほか、京丹後市消防本部の河

こ う

野
の

矢
や

秀
すぐる

消防長が、「消防団員と
消防職員が一丸となって、我々消防へ期待される職務の大きさと
重要性を再確認し、京丹後市民の安心を支えるため、気を引き締
め一層精進しなければならない」とあいさつ。道

どう

家
け

徹
てつ

司
し

京丹後市
消防団長は「諸先輩方の築いてこられた輝かしい京丹後市消防団
の伝統と実績を引き継ぎ、団員一丸となって、地域住民の安全と
郷土の繁栄のため、さらに努力しよう」と訓示を述べました。
　その後、京丹後市消防本部の職員や消防団員が約１㌔市内を行
進。小西川左岸では、団員の家族ら多くの見物客が見守る中、「放
水始め」の合図で、ポンプ車両６台による一斉放水が行われました。

①団員を前
に訓示を行う
道家団長②
多くの観客が
見守る中、小
西川で行われ
た一斉放水
③力強く行進
する消防団員
の皆さん

名�称�/�場�所 利用時間
道の駅　てんきてんき丹後

8：00-19：00
② 道の駅　くみはまSANKAIKAN
③ 宇川温泉　よし野の里 8：00-21：00
④ 網野駅

7：00-20：00⑤ 夕日ヶ浦木津温泉駅
⑥ 久美浜駅
⑦ 大宮庁舎 9：00-17：00

１

くみはまSANKAIKANに設置され
た災害時対応型の充電ステーション
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公共交通
丹鉄３駅のトイレ、この春リニューアル
より清潔で快適な駅舎整備を目指して

　 市 では、京 都 丹
後鉄道の利用促進と

「海の京都」を推進
するため、峰山駅、
網野駅および夕日ヶ
浦木津温泉駅の、狭

く老朽化したトイレの全面改修や市の玄関口
である駅舎の外壁等の改修工事を行ってい
ます。
　これにより、トイレが広く、男女別々とな
るほか、洋式トイレの設置により、住民の皆
さんや観光客などにとって、清潔で快適にご
利用いただくことができるようになります。
　なお、工事期間中は、駐車場や通路等が
狭くなるなど、大変ご不便をお掛けしていま
すが、ご理解とご協力をお願いします。
　完成は、今春の予定です。

峰山駅：機織り機をイメージした既存駅舎にマッチしたデザイン

網野駅：波をイメージしたデザイン 夕日ヶ浦木津温泉駅：湯場にふさ
わしい木造のデザイン

特急車両「丹後の海」
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皆さんの利便性や行政の効率化を高めるための「個人番号」

マイナンバー制度がはじまりました。
社会保障・税番号制度社会保障・税番号制度

※個人番号カードは 1枚で「個人番号の確認」と「身元確認」の両方を行うことができます。
※通知カードは「身元確認」には使用できません。

個人番号（マイナンバー）記載した書類の手続きには、
なりすましや、虚偽または不正な届け出を防止するため、
本人確認（「個人番号の確認」と「身元確認」）が必要に
なります。

手続きの際には、本人確認書類として、下表の（1）、（2）
の確認書類等がそれぞれ必要となりますので、窓口にお
持ちいただきますようお願いいたします。
※郵送手続きの場合には、本人確認書類の写しを同封してくだ
さい。

　代理のかたが手続きをする場合には、本人確認として以下の確認が必要となります。
　（1）本人の個人番号（マイナンバー）の確認
　（2）代理の方の身元の確認
　（3）代理権の確認（委任状または法定代理人の資格を証明する書類など）

マイナンバーを記載した書類の手続きには
本人確認が必要です。

手続きの際には本人確認書類をご用意ください。

代理のかたが手続きする場合

手続きに必要なもの 確認書類等

（1）個人番号（マイナンバー）の確認
【次の書類のうち 1点】
　個人番号カード・通知カード・個人番号（マイナンバー）が記載された住民票の
　写し

（2）身元の確認

【書類 1点で確認できるもの】
　個人番号カード、運転免許証、運転経歴証明書、旅券、身体障害者手帳、精神障
　害者保健福祉手帳、療育手帳、在留カード、特別永住者証明書、その他官公署が
　発行した住所・氏名・生年月日が記載された顔写真付きの証明書など
【書類 2点で確認できるもの】
　公的医療保険の被保険者証、年金手帳、児童扶養手当証書、特別児童扶養手当証書、
　その他官公署等が発行した住所・氏名・生年月日が記載された証明書など

※上記の手続き以外にも個人番号が必要になる場合があります。詳細は、手続きを所管する部署へお問い合わせください。

担当部署 主な手続き

市 民 課 転入・転居・転出などの住所異動、戸籍届出による氏名などの変更
※記載事項の変更が必要となりますので、通知カードまたは個人番号カードをご持参ください。

税 務 課 市税（固定資産税・軽自動車税）の減免申請、固定資産税の住宅用地の申告、新築住宅に対する固定資産
税の減額の申告、償却資産の申告など※住民税の申告は平成 29年 1月以降、記載が必要となります。

生活福祉課 児童手当・児童扶養手当・特別児童扶養手当の申請、生活保護の申請、戦没者等の遺族に対する特別弔慰
金の請求など

障害者福祉課 身体障害者手帳等の申請、障害者福祉法に基づく障害福祉サービスの申請など
長寿福祉課 介護保険の要介護・要支援認定の申請、高齢者福祉サービスの申請など
健康推進課 母子健康手帳の交付申請（妊娠の届け出）など

保険事業課 国民健康保険の資格取得・異動・喪失届、高額療養費の支給申請、後期高齢者医療制度の資格取得・異動・
喪失届など

子ども未来課 幼稚園・保育所への入園・入所申し込みなど

平成 28年 1月 1日から個人番号（マイナンバー）の利用が始まり、社会保障や税に関する市の手続
きの一部で、申請書等に個人番号の記載が必要となります。
個人番号（マイナンバー）の記載が必要となる主な手続きは、下表のとおりです。

平成 28年 1月から一部の手続きで個人番号（マイナンバー）の記載が必要となります。
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平
成
27
年
12
月
定
例
市
議
会
で
２
つ
の
一
般
会
計
補
正
予
算
が
成
立

未
来
、ふ
る
さ
と
応
援
基
金
に
２
億
６
千
万
円
を
設
立

　
11
月
27
日
か
ら
12
月
22
日
ま
で
の
12
月
定
例
市
議
会
で
、
２
つ
の
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
５
号
か
ら
第
６
号
）
に
つ
い
て
可
決
・
成
立
し
、
平
成
27
年
度

の
一
般
会
計
予
算
総
額
は
３
５
２
億
７
３
１
８
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

５
号
）

　
　

▼
５
億
２
３
６
８
万
円

谷
口
謙
・
未
来
応
援
基
金
へ
の

積
立

１
億
円

　
京
丹
後
市
名
誉
市
民
の
谷
口
謙

氏
か
ら
、
経
済
的
に
就
学
困
難
な

子
ど
も
た
ち
の
奨
学
資
金
の
た
め

に
と
い
た
だ
い
た
１
億
円
の
寄
附

金
を
活
用
し
、「
谷
口
謙
・
未
来

応
援
基
金
」
を
創
設
し
ま
す
。

庁
舎
増
築
棟
基
本
・
実
施
設
計

　
７
４
１
４
万
円

　

京
丹
後
市
役
所
本
庁
機
能
集

約
化
基
本
方
針
に
基
づ
き
、
大
宮

庁
舎
、
網
野
庁
舎
な
ど
に
存
置
す

る
本
庁
機
能
の
集
約
化
に
向
け
、

峰
山
庁
舎
前
の
防
災
倉
庫
を
撤
去

し
、増
築
棟
建
設
の
た
め
の
基
本・

実
施
設
計
等
を
実
施
し
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
整
備
事
業
補

助
金

　
５
８
９
９
万
円

　
市
内
に
新
た
に
開
設
す
る
２
つ

の
認
知
症
居
宅
介
護
事
業
所
と
地

域
密
着
型
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

の
整
備
を
支
援
し
ま
す
。

消
防
団
方
面
隊
旗
作
成
経
費

　
３
０
０
万
円

　
消
防
団
組
織
の
見
直
し
（
平
成

28
年
４
月
１
日
）
に
伴
い
、
方
面

隊
旗
お
よ
び
分
団
旗
を
新
調
し
ま

す
。

丹
後
王
国
タ
ワ
ー
調
査
業
務

　
５
２
１
万
円

　

平
成
16
年
の
台
風
被
害
に
よ

り
破
損
し
た
丹
後
王
国
タ
ワ
ー
に

つ
い
て
、
構
造
体
調
査
等
を
実
施

し
、
今
後
活
用
に
向
け
た
検
討
に

着
手
し
ま
す
。

指
定
緊
急
避
難
所
看
板
設
置

　
９
２
万
円

　
市
内
全
域
の
避
難
所
の
見
直
し

及
び
、
今
年
度
作
成
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
情
報
を
反
映
し
た
、

避
難
場
所
の
周
知
の
た
め
指
定
緊

急
避
難
場
所
へ
看
板
を
設
置
し
ま

す
。（
１
１
６
カ
所　
１
４
１
枚
）

■
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第

６
号
）

　
　

▼
２
億
３
４
９
８
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
基
金
の
積
立

　
　
１
億
６
０
０
０
万
円

ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
推
進
事
業

　
　
７
２
５
３
万
円

　
「
ふ
る
さ
と
応
援
寄
附
金
」（
※
）

の
寄
附
金
額
の
増
加
に
伴
い
、
不

足
す
る
返
礼
品
等
の
経
費
を
追
加

す
る
と
と
も
に
、
寄
附
金
を
今
後

活
用
す
る
た
め
に
基
金
へ
の
積
み

立
て
を
行
い
ま
す
。

※
平
成
27
年
度
末
見
込　

９
億

円
（
名
誉
市
民
か
ら
の
６
億
円

の
寄
附
金
を
含
む
）

防
災
行
政
無
線
子
局
移
設
工

事
費

　
２
９
６
万
円

　

網
野
町
小
浜
地
内
の
国
道

１
７
８
号
線
の
拡
幅
工
事
に
伴

い
、
防
災
行
政
無
線
の
子
局
を

移
設
工
事
を
実
施
し
ま
す
。

※
そ
の
他
の
事
業
等
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

指定緊急避難場所を表示する看板（写
真はイメージ）

　
市
で
は
、
地
域
の
特
性
や
特
徴

を
生
か
し
な
が
ら
市
民
と
行
政

が
協
働
し
て
地
域
自
治
活
動
な

まちづくり

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
が
交
代

畑
山
明
男
さ
ん
を
選
任

ど
を
活
性
化
し
、
地
域
に
に
ぎ

わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、「
地
域

に
ぎ
わ
い
創
り
推
進
員
」
を
市

民
局
に
配
置
し
て
い
ま
す
。

　

今
年
１
月
１
日
か
ら
、
久
美

浜
町
の
推
進
員
と
し
て
、
新
た
に

畑は
た
や
ま山
明
男
さ
ん
（
久
美
浜
町
神

谷
）を
配
置
。
市
民
局
と
一
緒
に
、

市
民
目
線
で
地
域
の
に
ぎ
わ
い

を
創
出
し
ま
す
。

財
政
課

☎
６
９
‐
０
１
６
０
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　市では、本庁舎の老朽化や耐震性などの課題解決策、将来のあり方を議論する中で、本庁機
能を集約し、更なる市民の利便性及び行政運営の効率を上げるため、現在、峰山庁舎の増築棟
の新築など本庁舎整備に向け準備をしています。本コーナーでは、本庁舎整備にかかる基本的
な考え方や留意点などをまとめた基本計画の概要についてお知らせします。

更なる市民の利便性、行政運営の効率化へ本庁機能を集約化

市役所本庁舎整備の準備を着実に進めています

Ｉ．これまでの経緯

　京丹後市役所の本庁機能のあり方については、合
併時から、旧役場庁舎利用の「分庁舎方式」を採用
しながら、本庁機能については、主に峰山庁舎、網
野庁舎及び大宮庁舎の３庁舎を中心に利活用

　老朽化や耐震化への対応を含めた将来的なあり方
について、京丹後市まちづくり委員会、京丹後市行
政評価委員会、京丹後市議会、その他関係団体から、
本庁機能の集約化の推進に積極的な答申や意見
　平成２６年１２月、京丹後市議会の議決を経て、第
３次京丹後市行財政改革大綱が策定され、「合併によ
る行財政改革の効果をより一層発揮するため、本庁
機能の集約化についても検討を進めていく必要があ
る」という指針が示されました

　平成２７年３月１９日、市では、京丹後市役所本庁
機能集約化基本方針を策定し、「更なる市民の利便性
及び行政運営の効率性の向上に向け、峰山庁舎及び
その周辺を必要最小限の費用で整備することにより、
大宮庁舎、網野庁舎及び丹後庁舎に存置する本庁機
能をできる限り峰山庁舎近辺に集約化する」等の方
針を定めました

　京丹後市役所本庁機能集約化基本方針を基に、京
丹後市役所本庁舎整備検討委員会（前田史由委員長・
19人）の審議結果、京丹後市議会京丹後市役所本庁
舎整備調査特別委員会からの意見を尊重し、京丹後
市役所本庁舎整備事業基本計画の骨子を策定しまし
た

峰山庁舎
（増築棟含）

議会事務局、秘書広報広聴課、企画総務部、財
務部、市民部、医療部、会計課、監査委員事務局、
農林水産環境部、農業委員会事務局、商工観光
部、建設部、上下水道部

大宮庁舎 教育委員会事務局
福祉事務所 健康長寿福祉部

※下線は、網野庁舎及び大宮庁舎から峰山庁舎に移転する部局（全てが
増築棟に移転するとは限らない）

１. 本庁舎及び駐車場の整備について
　　本庁舎整備については、更なる市民の利便性及び行政運営の
　効率性の向上を図るため、次のとおり実施します。
　①　峰山庁舎の増築棟（以下、「増築棟」という）の新築
　②　現峰山庁舎の改修
　③　福祉事務所の修繕
　④　峰山庁舎及び福祉事務所の駐車場整備（公用車駐車場、来
　　　庁者用駐車場、職員駐車場の整備）
　⑤　大宮庁舎の利活用

２．本庁機能の集約化及び増築棟の整備場所について
　　峰山庁舎については、京丹後市役所本庁機能集約化基本方針
　に基づき、下表のとおり本庁機能を集約。防災倉庫を取り壊し、
　４階建ての増築棟を新設します。

３. 増築棟及び現峰山庁舎の整備について
　　 増築棟及び現峰山庁舎については、今後の組織・機構の見直
　 しも予想されるほか、部局等の配置転換に柔軟に対応できるな
　 ど“汎用性が高い庁舎整備”を図ります。

４．防災倉庫の移転について
　　　防災倉庫については、必要な規模の建物を福祉事務所南側
　　の敷地に新築移転します。

Ⅱ．本庁舎の整備

整備基本方針について
　増築棟の整備基本方針を次のように定め、円滑な事業推
進を図ります。
　　市民の利便性に配慮した庁舎
　　　市民や来庁者にわかりやすく、利用しやすい動線計
　　画に配慮するなど市民の利便性の向上を重視します。
　　　また、高齢者、障害者、子ども連れの方など全ての
　　人が安全で安心して庁舎を利用できるようユニバーサ
　　ルデザイン等に配慮した庁舎とします。

　　無駄がなく汎用性の高い庁舎
　　　京丹後市役所本庁機能集約化基本方針に基づき、必
　　要最小限の費用で整備するため、建物の機能性及び効
　　率性を最大限重視し、華美な整備を排除します。
　　　また、将来的な有効活用を考慮し、部局等の配置転
　　換に柔軟に対応できる構造とするなど汎用性が高い建
　　物とします。

　　災害に強い庁舎
　　　地震及び水害等の自然
　　災害時において行政機能
　　を維持するため、耐震性
　　の確保、浸水対策、情報
　　ネットワーク機能の確保・
　　強化を図るなど災害に強
　　い庁舎とします。
　　　また、災害待機室（仮眠室）の設置など、夜間の災
　　害に対して迅速かつ的確に対応できる機能の整備を検
　　討します。

　　人や環境にやさしい庁舎
　　　外壁・屋上の断熱などによる外部負荷の低減、長寿
　　命建材及び省エネルギー効果の高い機器の使用による
　　維持管理費用の削減など省資源・省エネルギー対策を
　　図るとともに、環境負荷が小さく健康に無害なグリー
　　ン建材の使用、太陽光発電など自然エネルギーの導入
　　などを検討し、人や環境に配慮した庁舎とします。

①　増築棟の新築

整備基本方針について
　現峰山庁舎の整備基本方針を次のように定め、円滑な事
業推進を図ります。
　　市民が相談しやすく親しまれる庁舎
　　　市民や来庁者のプライバシー等に配慮し、相談室の
　　増設などの検討を行うとともに、市民に親しまれる環
　　境を整備し、市民サービスの更なる向上を図ります。
　　議会審議等の環境の向上
　　　議会常任委員会室、議員全員協議会室（議員全員が
　　対面して議論できる室）、議員控室の機能の充実を検
　　討し、議会審議等の環境の向上を図ります。

②　現峰山庁舎の改修

27年度 28年度 29年度 30年度
基本設計
実施設計
建設工事
供用開始 移転

＜本庁舎整備スケジュール＞

平成 30年度供用開始へ 　　災害への対策
　　　災害に対して一層迅速かつ的確に対応するため、　
　　（仮）災害対策本部室の整備を検討します。

　　職場環境の整備
　　　女性職員の更衣室の改修、ロッカーの整備等、職場
　　環境の整備を検討します。

増築棟
福祉事務所

峰山庁舎

④　峰山庁舎及び福祉事務所の駐車場整備

１．整備基本方針について
　市民の利便性及び行政運営の効率性を踏まえ、峰山庁舎
及び福祉事務所の公用車駐車場、来庁者用駐車場、職員駐
車場を整備します。
　また、来庁者用駐車場の管理に
当たり、有料化についても導入コス
ト・維持管理コストを踏まえ検討し
ます。

2．通勤時の交通渋滞への配慮について
　本庁機能集約化により、京丹後市峰山町呉服の交差　　
点付近において、通勤時の交通渋滞がさらに激しくな　　
ることが想定されます。
　このため、職員の公共交通機関の積極的な利用、通　　
勤経路の分散化など渋滞対策を検討します。

③　福祉事務所の修繕
整備基本方針について
　福祉事務所の整備基本方針を次のように定め、円滑な事
業推進を図ります。
　　市民の利便性に配慮した庁舎
　　　応接カウンターの修繕などを実施し、来庁者や職員
　　が利用しやすい環境を整備します。

⑤　大宮庁舎の利活用
大宮庁舎の利活用について
　大宮庁舎については、峰山庁舎に集約化する農林水産環境
部及び農業委員会事務局の事務室（３階・南側フロア）のスペー
スが空くため、京丹後市本庁
舎整備推進本部会議において
引き続き有効活用策を検討し
ます。
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小中一貫教育、完全実施
　本市教育委員会は平成24年11月に策定した「京丹後市の学校教育改革構想」に基づき、
平成26年度から「小中一貫教育」を順次導入しています。
　来年度から本格実施となる導入準備校の取り組みを紹介するシリーズ２回目は丹後中学
校区です。丹後中学校区推進協議会の会長、副会長である丹後中学校の岡井龍彦校長（会
長）、間人小学校の森野良一校長（副会長）に、それぞれの学校で行っている小中一貫教
育について聞きました。

　

Ｑ
小
中
一
貫
教
育
の
準
備
校
と
し
て

取
り
組
む
中
、
中
学
生
に
ど
の
よ

う
な
変
化
が
あ
り
ま
し
た
か

Ａ「
小
学
生
の
お
手
本
に
な
る
」
と
い

う
自
覚
が
生
ま
れ
ま
し
た
【
岡
井
】

　

丹
後
中
学
校
は
、
学
校
再
配
置
に
よ
っ

て
、
宇
川
中
学
校
と
間
人
中
学
校
が
一
緒

に
な
り
、
新
生
「
丹
後
中
学
校
」
と
し
て

ス
タ
ー
ト
し
て
２
年
目
を
迎
え
て
い
ま
す
。

開
校
と
同
時
に
「
小
中
一
貫
教
育
導
入
準

備
校
」
と
し
て
の
指
定
を
受
け
、
準
備
に

取
り
掛
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

２
つ
の
中
学
校
区
か
ら
通
う
生
徒
た
ち

が
安
心
し
て
学
校
生
活
を
送
れ
る
学
校
に

す
る
こ
と
、
そ
し
て
、
新
し
い
中
学
校
と

平成28年度スタート

学
校
教
育
課☎

６
９-

０
６
２
０

し
て
の
校
風
を
築
く
こ
と
に
重
点
を
置
き

つ
つ
、
同
時
に
小
中
一
貫
教
育
の
準
備
を

進
め
て
い
く
こ
と
は
大
変
な
面
も
あ
り
ま

し
た
。
し
か
し
、
今
考
え
る
と
新
し
い
中

学
校
を
小
中
一
貫
教
育
の
視
点
を
も
っ
て

創
っ
て
い
く
と
い
う
点
で
は
、
と
て
も
よ

か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
生
徒
自
身
が
、「
自
分
た
ち
が
新
し
い
中

学
校
の
歴
史
を
築
い
て
い
く
」
と
い
う
意

欲
や
自
覚
を
も
っ
て
、
学
校
生
活
を
送
っ

て
い
ま
す
し
、
小
学
校
や
丹
後
こ
ど
も
園

と
の
交
流
も
う
ま
く
マ
ッ
チ
し
ま
し
た
。

　

取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
中
で
、
生
徒

た
ち
に
「
自
分
た
ち
が
お
手
本
と
な
る
」

と
い
う
気
持
ち
が
芽
生
え
て
き
た
と
感
じ

て
い
ま
す
。

Ｑ
今
年
度
の
特
徴
的
な
取
り
組
み
に

つ
い
て
教
え
て
く
だ
さ
い

Ａ
中
学
校
の
合
唱
祭
で
、
小
学
生
に

も
歌
っ
て
も
ら
い
ま
し
た
【
岡
井
】

　

小
学
校
と
の
交
流
行
事
と
し
て
、
昨
年

度
に
引
き
続
き
「
合
唱
祭
」
に
取
り
組
み

ま
し
た
。
特
に
今
年
度
は
、
６
年
生
に
合

唱
祭
を
見
て
も
ら
う
だ
け
で
な
く
、
参
加

し
て
も
ら
う
こ
と
を
計
画
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
に
は
、
小
中
学
生
が
一
緒
に
合

唱
す
る
こ
と
で
す
。
各
小
学
校
へ
は
、
生

徒
会
で
話
し
合
っ
て
決
め
た
「
翼
を
く
だ

さ
い
」
を
練
習
し
て
参
加
し
て
も
ら
う
こ

と
を
お
願
い
し
、
当
日
は
、
生
徒
会
の
指

揮
で
、
小
中
学
生
、
そ
れ
に
、
保
護
者
、

地
域
の
皆
さ
ん
と
と
も
に
大
合
唱
を
行
い

ま
し
た
。
保
護
者
や
地
域
の
方
の
中
に
は
、

感
動
し
て
涙
さ
れ
る
姿
も
見
ら
れ
、
と
て

も
よ
い
取
り
組
み
に
な
っ
た
と
思
っ
て
い

ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
、
テ
レ
ビ
の
ニ
ュ
ー
ス
や

新
聞
記
事
、
市
の
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
で
も

紹
介
さ
れ
ま
し
た
が
、
丹
後
こ
ど
も
園
と

の
合
同
避
難
訓
練
で
す
。
丹
後
こ
ど
も
園

と
は
、
本
校
と
隣
接
し
て
い
る
環
境
を
生

か
し
て
避
難
訓
練
以
外
に
も
年
間
を
通
し

た
交
流
を
行
っ
て
い
ま
す
。
最
初
の
顔
合

わ
せ
か
ら
始
ま
り
、
ふ
れ
あ
い
の
時
間
を

何
度
か
持
つ
中
で
、
幼
児
と
中
学
生
が
仲

良
く
な
り
、
避
難
訓
練
に
お
い
て
も
、
そ

れ
ま
で
の
交
流
が
生
き
、
２
、３
歳
児
も
怖

が
っ
た
り
す
る
こ
と
な
く
、
ス
ム
ー
ズ
に

避
難
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
何
よ
り
も
大
き
い
の
は
生
徒

た
ち
の
心
の
成
長
で
す
。
小
さ
な
子
ど
も

②

た
ち
と
繰
り
返
し
接
す
る
こ
と
を
通
し
て
、

学
校
や
家
庭
で
優
し
く
、
お
だ
や
か
に
過

ご
せ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
避
難
訓
練

の
成
功
も
大
事
な
こ
と
で
す
が
、
一
人
ひ

と
り
の
生
徒
が
成
長
し
、
自
分
自
身
の
生

活
に
つ
な
げ
て
く
れ
た
こ
と
が
一
番
の
成

果
で
あ
り
、
嬉
し
か
っ
た
こ
と
で
す
。

Ｑ
校
区
内
の
３
小
学
校
で
は
、
ど
の

よ
う
な
連
携
を
し
て
い
ま
す
か

Ａ
合
同
修
学
旅
行
や
共
通
の
目
標
を

設
定
し
、
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
い

ま
す
【
森
野
】

　

今
年
度
は
３
小
学
校
が
合
同
で
修
学
旅

行
に
行
き
ま
し
た
。
修
学
旅
行
に
限
ら
ず

で
す
が
、
合
同
で
取
り
組
む
と
き
に
は
３

校
が
足
並
み
を
そ
ろ
え
て
し
っ
か
り
準
備

を
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　
共
通
の
目
標
を
設
定
し
、「
何
年
生
で
は
、

こ
の
力
を
つ
け
て
お
く
」
と
い
う
よ
う
な

系
統
性
を
大
事
に
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
児
童
が
中
学
校
に
入
学
し
て
初

め
て
顔
を
合
わ
せ
る
の
で
は
な
く
、
さ
ま

ざ
ま
な
交
流
の
機
会
を
通
し
て
、
お
互
い

の
こ
と
を
知
っ
た
上
で
入
学
す
る
こ
と
は
、

中
１
ギ
ャ
ッ
プ
を
無
く
す
意
味
で
も
と
て

も
よ
い
こ
と
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

Ｑ
小
中
一
貫
教
育
の
取
り
組
み
の
成

果
は
何
で
す
か

Ａ
指
導
す
る
教
員
の
意
識
や
責
任
感
が

強
ま
っ
て
い
ま
す
【
森
野
】

　

児
童
に
と
っ
て
、
中
学
校
入
学
ま
で
に

中
学
生
と
交
流
で
き
る
と
い
う
大
き
な
利

点
が
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
指
導

す
る
小
学
校
教
員
の
意
識
が
確
実
に
変

わ
っ
て
い
る
こ
と
も
大
き
な
成
果
で
す
。

　

今
年
度
実
施
し
た
、
中
学
校
と
３
小
学

校
合
同
の
授
業
研
究
会
で
は
、
中
学
校
の

先
生
方
か
ら
、
教
科
指
導
の
専
門
性
も
踏

ま
え
て
、「
小
学
校
卒
業
ま
で
に
、
○
○
の

力
を
つ
け
な
い
と
、
中
学
校
の
ス
タ
ー
ト

で
つ
ま
ず
い
て
し
ま
う
」
と
い
う
、
率
直

な
意
見
も
出
さ
れ
ま
し
た
。
小
学
校
で
は
、

そ
の
よ
う
な
意
見
を
あ
り
が
た
い
と
思
う

と
同
時
に
、
改
め
て
一
人
ひ
と
り
の
児
童

が
、
中
学
校
の
ス
ム
ー
ズ
な
ス
タ
ー
ト
を

切
れ
る
た
め
に
、
し
っ
か
り
と
責
任
を
持

た
な
い
と
い
け
な
い
と
考
え
る
機
会
に
な

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
小
中
連
携
の
機
会
を
通
し
て
、

子
ど
も
た
ち
だ
け
で
な
く
両
校
の
教
員
同

士
の
つ
な
が
り
が
で
き
、
安
心
し
て
子
ど

も
た
ち
を
送
り
出
せ
る
と
い
う
声
も
聞
か

れ
て
い
ま
す
。

Ｑ
来
年
度
の
教
育
方
針
と
し
て
、
ど

の
よ
う
な
構
想
を
持
っ
て
い
ま
す
か

Ａ
生
徒
の
自
発
性
や
自
己
肯
定
感
・

自
尊
感
情
を
生
み
育
て
る
教
育
に

重
点
を
置
き
ま
す
【
岡
井
】

　

来
年
度
、
丹
後
中
学
校
区
の
児
童
・
生

徒
に
は
、『
ね
ば
り
強
く
、
自
分
か
ら
学
習

す
る
子
ど
も
』
と
い
う
目
標
を
示
そ
う
と
、

今
、
準
備
を
進
め
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

小
中
一
貫
教
育
の
推
進
を
通
し
て
、
丹

後
中
学
校
区
の
全
て
の
子
ど
も
た
ち
が
、

主
体
的
に
学
び
、
自
己
肯
定
感
や
自
尊
感

情
を
持
っ
て
生
き
生
き
と
成
長
し
て
い
く

◎丹後中学校　
校長　岡井 龍彦

◎間人小学校
校長　森野 良一

姿
を
、
保
護
者
や
地
域
の
皆
さ
ん
と
一
緒

に
支
え
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
年
度
、
生
徒
会
が
発
案
し
、
生
徒
た

ち
が
自
発
的
に
取
り
組
ん
だ
「
あ
い
さ
つ

運
動
」
が
あ
り
ま
し
た
が
、
保
護
者
や
地

域
の
方
々
か
ら
も
た
く
さ
ん
声
を
掛
け
て

い
た
だ
き
、
生
徒
た
ち
は
と
て
も
喜
ん
で

い
ま
し
た
。
こ
う
し
た
一
つ
ひ
と
つ
の
積
み

重
ね
が
、
生
徒
の
自
己
肯
定
感
に
つ
な
が
っ

て
い
る
と
実
感
し
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
取
り
組
み
を
大
切
に
し
な
が

ら
、
生
徒
た
ち
の
様
子
や
取
り
組
む
姿
勢

を
学
校
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
な
ど
を
使
っ
て

お
知
ら
せ
し
ま
す
。保
護
者
や
地
域
の
方
々

と
の
「
横
の
つ
な
が
り
」
を
大
切
に
、
丹

後
中
学
校
区
の
小
中
一
貫
教
育
を
進
め
て

い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

▲小学生にも参加してもらい、大合唱を行った丹後中の合
唱祭

▲「あいさつ運動」で、登校する小学生とタッチする
中学生

▲丹後中と丹後こども園合同の避難訓練では、生徒
と園児が手をつなぎながら避難した

▲避難訓練で自発的に取り組む中学生たち

2016.02 102016.0211
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① 職員の平均給与月額など
　　　　　	 （平成27年給与実態調査）

区　分 平均給料月額 平均給与月額 平均年齢

一 般 行 政 職 312,800 円 417,700 円 42.7 歳

技 能 労 務 職 309,300 円 327,500 円 50.7 歳

消　 防　 職 300,800 円 377,600 円 41.3 歳
※給与月額…給料月額に全ての諸手当を合計したもの。

② 職員給与費
（平成26年度普通会計決算	決算附属資料）

職員数（Ａ） 647人

給与費

給料 21 億 6,951万円

期末・勤勉手当 8 億 4,796 万円

その他の手当 5 億 1,529 万円

計（Ｂ） 35 億 3,276 万円

1 人当り給与費（Ｂ/Ａ） 546 万円

② 職員の初任給
（平成27年度）

区　　分 京丹後市 備　考

一般行政職など
大学卒 174,200 円 

国と同じ 
高校卒 142,100 円 

③ 職員の経験年数別・学歴別平均給料月額の状況
（平成27年給与実態調査）

経験年数 京丹後市
一般行政職

国
行政職（一）

10 年 以 上
15 年 未 満

大学卒 269,900 円 289,476 円

高校卒 228,900 円 238,035 円

15 年 以 上
20 年 未 満

大学卒 309,400 円 336,582 円

高校卒 269,200 円 288,557 円

20 年 以 上
25 年 未 満

大学卒 341,300 円 379,817 円

高校卒 305,500 円 330,001 円

25 年 以 上
30 年 未 満

大学卒 373,400 円 407,633 円

高校卒 340,400 円 366,067 円

30 年 以 上
35 年 未 満

大学卒 401,800 円 414,830 円

高校卒 366,400 円 387,690 円

35 年 以 上
大学卒 406,300 円 416,709 円

高校卒 382,600 円 401,916 円

一般行政職の級別職員数の状況
　市職員の給料は、市の給与条例に基づく給料表により決定
されます。一般行政職の給料表は職務内容によって 6 つの
級に区分されています。

（平成27年給与実態調査）
区　分 職　　名 人　数 構成比
１級

主事、技師
18 人 4.5%

２級 44 人 11.0%
３級 係長、主任、主任技師 211 人 52.9%
４級 課長補佐、係長 58 人 14.6%
５級 課長、市民局長など 52 人 13.0%
６級 部長、会計管理者など 16 人 4.0%

計 399 人 100.0%

① 期末手当・勤勉手当
	（平成27年度）

区　分 京丹後市 備　考
期末手当 2.60 月分

国と同じ
勤勉手当 1.50 月分

※職務の級等による加算措置あり。

② 退職手当
　　　　　　　　　　　　　（平成 26 年度）

京丹後市 備　考
自己都合 勧奨・定年

国と同じ

勤 続 20 年 21.62 月分 27.025 月分
勤 続 25 年 30.82 月分 36.57 月分
勤 続 30 年 38.18 月分 44.85 月分
勤 続 35 年 43.70 月分 52.44 月分
最高限度額 52.44 月分 52.44 月分
※定年前早期退職特例による加算措置あり。

① 特別職の給料または報酬
　　　　　　　　　　　（平成27年度）

区　分   給料など月額 ( 減額前 ) 期末手当

給
料

市　長 792,000 円（862,000 円）

給料月額
3.10 月分

※加算措置あり

副市長 674,500 円（696,000 円）
教育長 608,000 円（627,000 円）

報
酬

議　長 450,000 円
副議長 400,000 円
常任委員長 （※ 1）385,000 円　　　 
議　員 380,000 円

※平成 26 年度の減額前給料月額から、市長は10％、副市長、
　教育長は5％をカット。　※1　予算決算常任委員長は除く。

② 特別職の退職手当
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（平成27年度）
区　分 算定方式 1 期の手当額
市　長 給料月額×在職年数× 5.30 16,790,400 円
副市長 給料月額×在職年数× 3.15 8,498,700 円
教育長 給料月額×在職年数× 2.70 6,566,400 円
※1期の手当額は、平成27年 4月1日現在の給料月額および支給	
　率に基づき、1期（4年間）務めた場合の見込額。任期ごとに支給。
　

③ その他の主な手当
（平成27年度）

区　分 内　　　　　　容

管理職手当 課長補佐級以上の職員に支給
　給料月額の 5％～ 25％（医療職を含む率）

扶養手当

● 配偶者 13,000 円
● 配偶者以外 6,500 円
※職員に配偶者がない場合、1人のみ11,000円
※満15歳に達する日後の最初の4月1日から
満22歳に達する日以後の最初の3月31日ま
での間にある子1人につき、5,000円を加算

住居手当 借家の家賃 (12,000 円を超える場合 ) に応じて
支給　上限 27,000 円

通勤手当

● 交通機関等の利用者
　　定期代相当分を支給
　　上限 1カ月当たり 55,000 円
● 自動車などの利用者（片道 2㎞以上）
　　片道 2㎞以上 3,000 円、1㎞増すごと　
　に 600 円加算（上限 31,600 円） 
● 併用者　上限 1カ月当たり 55,000 円

市役所職員の給与状況

■これまでの職員数の推移	 	 	 	
	 （単位：人）

部　門
職員数（各年 4 月 1 日現在）

Ｈ 16 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27
一 般 行 政 625 490 472 465 453 444
教 育・ 消 防 233 184 193 196 195 202
公営企業など 104 80 78 77 76 69
総 合 計 962 754 743 738 724 715
対 前 年 比 － △ 19 △ 11 △ 5 △ 14 △ 9

（医療職給料表適用職員を除く）

２平均給与額、初任給など

１人件費の状況

　京丹後市職員の給料などについて、そのあらましをお知らせします。なお、ここで紹介す
る給与などは、全て税や保険料を差し引く前の額で、	いわゆる手取り額ではありません。	 	
	 	 	 	 　　　参考資料：「平成 27年地方公務員給与実態調査」ほか

３職員手当

４特別職の給料など

定員適正化計画の数値目標と進行状況DAT
A

ガイド

■第2次定員適正化計画（平成 22 年 3月策定）	
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（単位：人）

部　門
職員数（各年 4 月 1 日現在）

Ｈ 22 Ｈ 23 Ｈ 24 Ｈ 25 Ｈ 26 Ｈ 27
一 般 行 政 505 495 482 474 468 461
教 育・ 消 防 191 184 183 185 179 181
公営企業など 79 78 78 77 76 75
総 合 計 775 757 743 736 723 717
対 前 年 比 － △ 18 △ 14 △ 7 △ 13 △ 6
　　　　　　　　　　　（医療職給料表適用職員を除く）

　市は、「定員適正化計画」に基づき、職員数の削減に取り組んできました。平成 27年 4月 1日現在の職員数は、
市制施行時（平成 16年 4月 1日）の 962人に比べて 247人減の 715人となりました。

① 人件費
	 	 （平成26年度普通会計決算	決算附属資料）

総歳出額（Ａ） 人件費（Ｂ） 人件費率（Ｂ/Ａ）

3,761,551万円 536,620 万円 14.3%
※職員給与のほか、特別職・議員・各種委員に支給される給与
　や報酬を含む。
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今
年
度
も
８
つ
の
作
業
所
が
参
画
し
て
、

大
学
側
の
学
生
ス
タ
ッ
フ
を
６
名
に
増
や
し

て
商
品
作
り
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
、

３
月
に
展
示
会
を
行
う
予
定
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。

　
丹
後
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域
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13
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障
害
者
福
祉
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業
所
が

参
画
す
る
「
は
あ
と
シ
ョ
ッ
プ
た
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連
絡

協
議
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事
務
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丹
後
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健
所
）
で
は
、

作
業
所
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工
賃
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ッ
プ
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目
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し
、
昨
年
度

か
ら
作
業
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用
者
と
京
都
工
芸
繊
維
大
学

学
生
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ラ
ボ
レ
ー
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ン
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よ
る
新
た
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商
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発
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い
ま
す
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昨
年
は
８
つ
の
作
業
所
の
利
用
者
が
描
い

た
イ
ラ
ス
ト
を
基
に
、
タ
オ
ル
や
付
箋
な
ど

の
作
品
を
制
作
し
、宮
津
市
の
智
恩
寺
「
ほ
っ

こ
り
ス
ペ
ー
ス
無
相
堂
」
で
展
示
会
を
実
施

し
、
約
２
０
０
人
が
来
場
し
ま
し
た
。

　

　妊娠中は、つわりの影響などにより口の中の衛生状態が悪くなりがちです。さらに、女性ホ
ルモンの濃度が高まることで、歯周病が起きやすくなります。歯周病の毒素が血液中に入り胎盤
を刺激すると、胎盤の成長に影響を与えたり、子宮の収縮を促し、低体重児出産（2,500㌘未満）
や早産（37週未満）のリスクが高まります。市では、妊娠中から口腔衛生に関心を持ち、元気な
赤ちゃんを出産していただけるよう、妊婦さんの歯科健診への助成を行っています。

2016.0215

歯科健診の受診時期は安定期
　＊＊　受診の時期　＊＊
　つわりなどにより口腔内を刺激されることがつらい時期
や、同じ姿勢で長時間の健診を受けるこ
とで腹部が圧迫されるなど、妊娠の初期
や後期は、胎児への影響も考えられるこ
とから、安定期の中期（16～27週）の
受診をお勧めします。
　受診方法は、妊娠届出時にお渡しし
ている『妊婦歯科健診受診票』を、母
子手帳と一緒に、歯科医療機関窓口に提出してください。
妊婦１人に対し、１回分の受診票をお渡ししています。
＊＊　健診の内容　＊＊
　健診では、歯科健診、ブラッシング指導、保健指導を
行います。
＊＊　受診医療機関　＊＊
　京丹後市内の歯科医療機関（病院内、開業医）であれ
ば、どこでも受診可能です。京丹後市以外の歯科医療機
関でも受診できます、健診費用は、いったん窓口で全額
お支払いただき、助成金は、後日、申請手続きをしてい
ただいた後に交付します。

＊＊　健診にかかる費用　＊＊
　京丹後市内の歯科医療機関の受診は、自己負担1,000
円を窓口でお支払いください。
　京丹後市以外の歯科医医療機関で受診する場合は、
後日、助成金の申請手続きをしていただきますと、健診
にかかる費用の、自己負担1,000 円を除いた額を助成し
ます。
ただし、上限額を2,500 円とします。

＜京丹後市以外で受診した場合の助成金額＞

＜赤ちゃんとむし歯菌の関係＞
知っていますか？
むし歯の原因は細菌です。
むし歯菌と言われるミュータンス菌は、歯のエナメル質
のような硬い組織にしか定着しない性質から、生まれた
ばかりの赤ちゃんの口の中には、むし歯菌はいません。
歯の生え始めた時期から感染が始まります。
赤ちゃんへのスキンシップはとても大事なので、周りに
いる大人、特にママの口の中は健康に維持したいですね。

＜むし歯菌を減らすために心がけること！＞
◎ 規則正しい食習慣を心がけましょう
　 （飲食は２時間以上あけましょう）
◎ 甘いものを多く食べる習慣を改善しましょう
◎ 寝る前の飲食は控えましょう
◎ よく噛んで食べましょう
◎ 歯茎のはれや出血、むし歯は放置せず、
 　早めに治療しましょう
◎ 歯磨きで口の中を
　 清潔にしましょう

　健診当日、治療の必要があり医療を受ける場合は、医療
保険の適用となります。その場合、健診の自己負担額と医
療負担額の合計が高額にならないよう、全額医療保険を適
用されることをお勧めします。

窓口で支払った金額 自己負担額 市の助成金

2,000円 1,000円 1,000円

3,500円 1,000円 2,500円

5,000円 2,500円 2,500円

妊娠中のママ、これから妊娠を考えているママたちへ

お母さんのお口の健康が、赤ちゃんを守ります

▲今年度コラボするイラストの一例

名前：テレちゃん
性格：おもろい、熱心
　　 （ちょっと怪しい）
口癖：てれてれやん〜

▲イラストを見ながら意見交換している様子（昨年度）
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▲イラストが立派なタオルに
変身（昨年度）

▲焼印を押したパン

くらしとこころの総合相談会
日時：３月１３日㈰　１０時～１６時
場所：野田川わーくぱる（与謝野町）
生きづらさ・生活・仕事の悩みに臨床心理士や弁
護士、僧侶等の専門家が無料で相談に応じます（45
分/回、事前予約優先）。
時間を変えて複数の相談員にご相談いただけます。 京都府では、「海の京都」をキー

ワードに、府北部地域の魅力的
な観光まちづくりを進めています

治療を受けるタイミング
も、妊娠１６～２７週が
安定期で安全でしょう。

障
害
者
と
大
学
生
の
連
携
で
新
商
品
開
発

～
た
ん
ご
ア
ー
ト
＆
デ
ザ
イ
ン
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
～

京都府で取り組んでい
る市民生活にかかわる
事業などについて紹介
しています。

お問い合わせ・ご相談は、健康推進課（☎69-0350）
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　かぶと山小学校で１月８日、恒例の書き初め大会が行
われ、全校児童 173 人が今年一年の決意を胸に筆を走
らせました。
　この日は、１、２年生は硬筆、３年生以上は毛筆で「美
しい心」「流れる星」「新たな決意」など各学年の課題を、
手本を見ながら丁寧に書き上げました。
　１年生の頃から習字を習っているという木

きのした

下凜子さん
（６年生）は「太く、大きく書くことを心掛けました。今
後は、幅の広い画仙紙を使って掛け軸のような字にも挑
戦していきたいです」と話していました。

　男子が成人になったことを示す儀式「元
服」にちなむ行事「立志式」が 1 月 9 日、
峰山中学校で挙行されました。
　生徒が主体的に自分の将来を考え、自
立への第一歩にしようと昨年に続き実施さ
れ、今回は、京丹後市教育フォーラム（市
教委主催）の第Ⅰ部として行われました。
　式では、同中学校生徒および保護者、教
育関係者ら約 450 人が見守る中、2 学年 4
クラスの代表者 8 人が登壇。自身が掲げる
将来の展望や決意を綴った作文、書に込め
た思いなどを力強く披露しました。
　1 組代表の田﨑雄大君は、中学校の教
師になる夢を語り、その実現には、当たり
前のことを当たり前にやることを意味する

“凡事徹底”をスローガンに掲げ、「忘れが
ちな提出物をしっかり出したり、授業中の
私語を失くしたりする」と決意を述べました。
　また、職場体験を通じて介護福祉士を目指すことを
決めた 2 組代表の曽崎華

か の

乃さんは、「人に信頼され、期
待に応えられるよう努力していく」と誓いました。

　第 26 回丹後町少年少女意見発表大会（市
教委主催）が 1 月９日、丹後地域公民館で
開かれました。同町の小中学生 12 人が自分
の住むまちへの思いや社会の状況などにつ
いての考えを、約 300 人の来場者を前に発
表しました。
　豊栄小５年の松見崇太さんは、「動物が出
回らない町をつくろう」と題し、学校で育て
たウリがサルに食べられたエピソードなどを
紹介。対策として「ドングリの実を山に植え
て木を育て、動物が山でも住める環境をつく
ることが大切。ドングリひとつで環境を変え

　リニューアル後の入場者が 40 万人を突破した丹後
王国「食のみやこ」で 12 月 31 日、カウントダウン
イベントが行われ、新年を祝う家族連れや若者たちで
にぎわいました。来場者たちは、無料で振る舞われた
甘酒の他、年越しそばやおでん、ラーメン、豚汁など
の料理で体を温め、ステージの和太鼓パフォーマンス
やくじ引きなどを楽しんでいました。
　また、０時０分からは 2016 年を記念して 2016 発
の花火が打ち上げられ、約 1000 人の来場者は冬空を
彩る大輪の花を見ながら新年の幕開けを喜んでいまし
た。

「食のみやこ」でカウントダウン
冬空を彩る花火で新年祝う

弥 栄 町
12 月31日

▲丹後町少年少女意見発表大会の様子

今年の決意胸に筆走らす
かぶと山小学校で「書き初め大会」

久美浜町
1月 8日

▲メモリアル小児童が描いた似顔絵
を興味深く見入る　児童たち
◀贈り物には、ノリやクレヨン、ハサ
ミ、12色のペンなどの文房具も同封
されていた

島
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に
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鳴
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に
近
い
両
校
が
交
流
12月21日

網 野 町

社
会
や
人
権
、
古
里
へ
の
思
い
熱
く

丹 後 町

1月9日

「
丹
後
町
少
年
少
女
意
見
発
表
大
会
」
を
開
催

　米国マサチューセッツ州のマンチェス
ター・バイ・ザ・シー町にあるマンチェ
スター・メモリアル小学校から島津小学
校（網野町）に昨年 12 月 21 日、プレ
ゼントが届きました。
　ケネディ駐日米国大使が昨年 6 月に琴
引浜を訪問した際に、米国にも鳴砂の浜
があることを紹介。地元の子どもたち同
士の交流を提案され、これを機に両校の
交流が始まりました。
　プレゼントボックスは、21 日の朝会
で村上弘樹校長が全校児童 95 人を前に
披露。メモリアル小の児童が描いたビー
チの絵や似顔絵の他、地元を紹介する絵
本や写真、文房具、貝殻など約 130 点
が入っており、児童たちは歓声をあげな
がら興味深く見入っていました。
　また、同封された手紙には「交流する
ことにドキドキしている」「京丹後につ
いてもっと学びたい」「私たちのまちの
ことももっと知ってほしい」などと書か
れており、児童たちはさっそくお礼の
メッセージを作成。鳴砂の保全活動と
して児童が行っている松の植樹や海岸清掃の写真のほ
か、児童の集合写真などを添えて 12 月 28 日に発送
しました。

峰 山 町

“
夢
・
目
標
”
達
成
に
向
け
決
意

峰
山
中
で
「
立
志
式
」
を
挙
行
1月9日

　大宮こども園で 1 月 8 日、友達と一緒
に正月の雰囲気を味わう「新年おめでとう
会」が開かれ、園児 172 人が特設の神社
にお参りしたり、おみくじを引いたりして
楽しみました。
　始業式を迎えたこの日、園児らは三味線
とフルートの演奏に合わせて、童謡の「雪」
や「十二支のうた」を元気よく歌った後、
巫女さんの衣装をまとった先生から、お辞
儀や拍手といった参拝の作法を教わり、順
番に手を合わせてお参りをしました。
　続いて、『はやくねるといいゆめがみら
れるよ』『ともだちに「いっしょにあそぼう」
とはなしかけるときっとたのしいよ』など
と書かれたおみくじを引き、大きな声で読
み上げたり、友達同志で見せ合ったりして
喜んでいました。
　最後に、お茶席に移動し、正座して「新
年おめでとうございます」と挨拶を交わし、
お茶と羊羹を味わっていました。

▲特設の神社の前で願い事をする園児たち

“
初
詣
”“
お
み
く
じ
”み
ん
な
で
正
月
気
分

大
宮
こ
ど
も
園
で
新
年
お
め
で
と
う
会
1月8日
大 宮 町▲ ”凡事徹底 ”をスローガンとして、決意を語る田﨑君

られる」と提案しました。また、丹後中３年の吉田瑠香さ
んは、高齢者虐待のニュースを取り上げ、「これまで社会
のために働いてくれた人生の先輩である高齢者の方に感
謝し、尊敬しないといけない」と語りました。
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　社資（社費および寄付金）
のご協力ありがとうございま
した。おかげさまで目標額を
大きく上回ることができまし
た。
　寄せられた社資は、災害救
護活動や健康安全講習の普及
など、さまざまな赤十字事業
に役立てられます。

京丹後市の社資合計額
656万 9174円
　　　　　　(目標額517万円 )

 日本赤十字社京都府支部京丹後市地区　
（生活福祉課内☎ 69-0310）

赤十字社員増強運動

1.	大根おろしで生牡蠣のむき身を洗い、水気をよく切る。
2.	玉ねぎは千切りに、三つ葉は３ｃｍ程度に切る。
3.	鍋に、合わせ出汁、みりん、砂糖、濃口醤油を入れ、火に
かけ一煮立ちさせる。

4.	３にかつお節を入れて10 秒程で火を止め、ざるに布また
はキッチンペーパーをしき、出汁をこす。

5.	（ここからは１人前の作り方です）４の出汁（100㏄）と玉ね
ぎの千切りを手鍋に入れて火にかける。

6.	玉ねぎが柔らかくなったら、生牡蠣を入れ強火で十分加熱
する。（生牡蠣の大きさに合わせて入れるタイミングを調節）

7.	生牡蠣に火が通ったら、卵２個を軽く溶いて回し入れ、三
つ葉を添えて蓋をし、中火で１０秒～２０秒程で丼へ移す。

8.	最後に、柚子をおろしたものを香り付けに少量のせて完成！

作り方

　大根おろしで生牡蠣を洗うと、汚れが取れると
同時に臭みもなくなります。どんぶりの出汁に使

う合わせ出汁は市販のものでも構いません。かつお節を後から
入れることで、風味がさらに増します。トロっとした玉子のどん
ぶりがお好みでしたら、早めに火から離してください。牡蠣はプ
リッとしたものが美味しいですよ！是非、作って食べてください。

　久美浜湾では牡蠣が旬を迎えています。今回は、牡蠣を使っ
た簡単にできるどんぶりを教えていただきました。出汁の風味と、
ぷりっとまろやかな食感の牡蠣、トロっとした玉子の相性は言
うまでもなく抜群です。冬の味覚をたっぷり味わえる料理です。

教えてくれたひと

中島	正
まさ

敏
とし

	さん	（久美浜町）

牡蠣の玉子とじ丼

材料（４人前） ●出汁

・生牡蠣（小） …24 個 ・合わせ出汁 …400cc

・大根（おろし）…1/10 本 　（昆布＋鰹）

・玉ねぎ …１個 ・みりん …100cc
・卵 …８個 ・砂糖 …大さじ２
・三つ葉 …３本 ・濃口醤油 …100cc

・柚子 …適量 ・かつお節 …10 ｇ

体験レポート

牡蠣の個数はお好みで！

大きい牡蠣なら1人前３
～４個がベスト！

十分に加熱してください
ね！生まれてきてくれてありがとう

　このコーナーでは、弥栄病院で赤ちゃんの誕生を喜ぶご家族の
姿を紹介します。ご応募いただいた全ての方を掲載しています。
どしどしご応募ください。
　詳しくは秘書広報広聴課「生命の絆」係まで （☎ 69-0110）

田中 晴
はる

空
と

ちゃん（男の子）
12月生まれ・2,870㌘
母：佳代さん　父：恒久さん

（東京都立川市／実家：峰山町堺）

持田 優
ゆう

花
か

ちゃん（女の子）
12月生まれ・3,340㌘
母：美歩さん　父：知

はる

輝
き

さん

（峰山町菅）

さと
がえ
り

井舎 寧
に い な

音ちゃん（女の子）
12月生まれ・3,036㌘
母：しず香さん　父：陽一朗さん（久美浜町鹿野）

徳本 千
ち

咲
さ

子
こ

ちゃん（女の子）
12月生まれ・3,354㌘
母：結香さん　父：幸紘さん

（峰山町長岡）

奥村 友
ゆ

結
い

ちゃん（女の子）
12月生まれ・3,134㌘
母：陽子さん　父：忠男さん（大宮町周枳）

2016.0219 182016.02

広
報
ク
イ
ズ
の
応
募
は
が
き
か
ら

▼
今
年
の
年
明
け
は
雪
も
な
く
、
暖
か

く
、
初
詣
に
最
高
の
日
で
し
た
。
今
年

１
年
、
災
害
も
な
く
健
や
か
な
１
年

で
あ
り
ま
す
よ
う
に
と
お
願
い
し
ま
し

た
。

【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
「
２
０
１
６
わ
た
し
の
抱
負
申
し
ま

す
」
を
読
ん
で
、
そ
う
言
え
ば
、
わ
た

し
の
今
年
の
抱
負
を
考
え
て
い
な
か
っ

た
な
、
と
思
い
ま
し
た
。
お
み
く
じ
で

親
友
を
大
切
に
し
な
さ
い
と
あ
り
ま
し

た
の
で
、「
親
友
を
大
切
」
に
し
て
過

ご
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】

▼
（
ま
ち
の
わ
だ
い
）
世
界
で
ひ
と
つ

の
ペ
ン
ダ
ン
ト
に
興
味
が
あ
り
ま
す
。

市
の
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
企
画
し
て
ほ
し

い
で
す
。

【
峰
山
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
災
害
は
何
時
お
こ
る
か
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
消
防
の
広
場
で
自
助
、
共
助
、

公
助
の
連
携
で
災
害
が
最
小
限
で
す
む

事
が
勉
強
に
な
り
ま
し
た
。

【
峰
山
町
・
70
代
・
女
性
】

▼
「
京
丹
後
市
小
町
ろ
ま
ん
全
国
短
歌

大
会
」
に
参
加
し
ま
し
た
。
有
名
歌

人
の
わ
か
り
易
い
記
念
講
演
で
し
た
。

も
っ
と
多
く
の
市
民
に
聴
い
て
ほ
し
い

で
す
。
広
報
に
よ
り
文
化
を
守
り
「
短

歌
の
京
丹
後
」
を
も
っ
と
も
っ
と
ア

ピ
ー
ル
し
て
ほ
し
い
も
の
で
す
。

【
網
野
町
・
60
代
・
女
性
】

▼
若
い
頃
は
子
供
に
関
す
る
事
の
み
に

目
を
通
し
て
い
ま
し
た
が
、
今
夫
婦
二

人
に
な
っ
た
ら
、
外
の
世
界
と
の
つ
な

が
り
を
強
く
も
と
め
て
、
他
の
地
域
で

こ
ん
な
事
を
や
っ
て
い
る
ん
だ
と
会
話

の
種
と
な
っ
て
い
ま
す
。
も
っ
と
も
っ

と
外
に
出
る
機
会
を
与
え
て
く
だ
さ
る

よ
う
な
情
報
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
峰
山
町
・
50
代
・
女
性
】
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縁
城
寺
に
は
数
多
く
の
文
化

財
が
伝
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
中

に
は
京
丹
後
市
指
定
文
化
財
の

絵
画
が
あ
り
ま
す
。

　
亡
く
な
っ
た
人
の
罪
を
審
判

す
る
十じ

ゅ
う

王お
う

を
描
い
た
絹け

ん

本ぽ
ん

著ち
ゃ
く

色し
ょ
く

十
王
図
は
、
中
国
南
宋
時

代
（
今
か
ら
八
百
年
前
の
国
）

の
陸り

く

信し
ん

忠ち
ゅ
う

が
描
き
、
日
本
へ
輸

入
さ
れ
た
も
の
で
す
。「
宋そ

う

帝だ
い

大
王
」
と
「
五ご

官か
ん

大
王
」
の
二

幅
が
残
っ
て
い
ま
す
。

　

人
の
善
悪
を
記
録
し
死
後

に
閻
魔
大
王
に
報
告
す
る
倶く

生し
ょ
う

神じ
ん

を
描
い
た
絹
本
著
色

倶
生
神
図
は
、
南
北
朝
時
代

（
１
３
３
０
～
90
年
代
）
に
描

か
れ
た
も
の
で
す
。

　

絹
本
著
色
如に

ょ

意い

輪り
ん

観か
ん

音の
ん

像

は
、
岩
の
上
に
座
る
如
意
輪

観
音
と
、
下
側
に
僧
侶
な
ど

を
描
い
た
も
の
で
す
。
こ
ち

ら
も
南
北
朝
時
代
に
描
か
れ

た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
ら
縁
城
寺
に
伝
わ
る

絵
画
は
、
各
時
代
の
信
仰
の

様
子
が
分
か
る
資
料
で
あ
る

点
が
評
価
さ
れ
、
昭
和
60
年

３
月
28
日
付
で
峰
山
町
指
定

文
化
財（
絵
画
）に
指
定
さ
れ
、

平
成
16
年
の
京
丹
後
市
発
足

と
と
も
に
市
指
定
文
化
財
と

な
っ
て
い
ま
す
。

（
文
化
財
保
護
課
）

京
丹
後
市
の
文
化
財 

118

縁
城
寺
の
市
指
定
文
化
財

縁城寺の信仰の様子が分かる絵画

左から「如意輪観音像」「倶生神図」「十王図」（縁城
寺所蔵）

　

平
成
22
年
度
か
ら
実
施
し
て

い
る
理
科
体
験
学
習
「
大
地
の

学
習
」
を
昨
年
９
月
か
ら
10
月

に
か
け
て
実
施
し
、
市
内
の

全
小
学
校
20
校
の
６
年
生
約

５
２
０
人
が
参
加
し
ま
し
た
。

　

こ
の
学
習
は
、
京
丹
後
市
小

学
生
理
科
体
験
活
動
推
進
委
員

会
が
計
画
・
実
施
し
て
い
る
も

の
で
、
学
習
コ
ー
ス
や
ハ
ン
ド

ブ
ッ
ク
は
、
山
陰
海
岸
ジ
オ
パ

ー
ク
推
進
協
議
会
教
育
部
会
の

構
成
員
と
し
て
も
活
躍
さ
れ
て

い
る
府
立
峰
山
高
等
学
校
の
小

長
谷
教
諭
に
全
面
的
に
協
力
し

て
い
た
だ
き
作
成
し
て
い
ま

す
。

　

子
ど
も
た
ち
は
、
よ
り
効
果

的
に
学
習
を
行
う
た
め
事
前
に

校
内
学
習
を
行
っ
た
後
、
半
日

を
か
け
て
立
岩
や
琴
引
浜
な
ど

を
見
学
。
バ
ス
で
の
移
動
中
に

も
、
身
近
に
設
置
さ
れ
て
い
る

気
象
観
測
機
器
や
地
震
計
の
位

置
を
確
認
し
な
が
ら
そ
の
働
き

を
学
習
し
ま
し
た
。
ま
た
、
今

年
度
か
ら
は
琴
引
浜
鳴
き
砂
文

化
館
を
会
場
に
、
微
小
貝
探
し

や
岩
石
・
化
石
の
学
習
の
ほ
か
、

美
し
い
砂
浜
を
守
る
活
動
に
つ

い
て
も
学
び
ま
し
た
。

　

見
学
先
で
は
、
そ
の
特
徴
的

な
地
質
・
地
形
の
成
り
立
ち
な

ど
を
、
実
際
に
見
て
触
っ
て
理

解
を
深
め
る
と
と
も
に
、
そ
れ

ら
が
も
た
ら
す
環
境
の
中
で
、

工
夫
を
し
な
が
ら
生
活
す
る

人
々
の
暮
ら
し
に
つ
い
て
も
学

習
し
ま
し
た
。

　

ジ
オ
パ
ー
ク
を
活
用
し
た
学

習
を
通
じ
、
ふ
る
さ
と
へ
の
理

解
を
深
め
、
地
域
へ
の
誇
り
を

持
つ
こ
と
に
よ
り
、
地
域
資
源

の
保
全
や
活
用
に
つ
な
が
る
こ

と
を
期
待
し
、
今
後
も
こ
の
よ

う
な
学
習
を
継
続
し
て
実
施
し

て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

（
観
光
振
興
課
）

市
内
全
小
学
校
の
６
年
生
５
２
０
人
が
参
加

「
大
地
の
学
習
」“
見
て
触
っ
て
”
理
解
深
め
る

琴引浜で微小貝を探す児童たち。化石やさまざまな種類のたい積岩も確認
した

　

新
年
も
１
月
が
過
ぎ
よ

う
と
し
て
い
ま
す
が
、
今

年
は
、
国
政
に
お
い
て
は

伊
勢
志
摩
サ
ミ
ッ
ト
が
開

催
さ
れ
る
予
定
で
す
。
世

界
の
平
和
と
繁
栄
の
た
め

の
話
し
合
い
の
ほ
か
、
伊

勢
神
宮
を
始
め
と
す
る
日
本
の
伝
統
や
文

化
、
ふ
る
さ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を
世
界
に

発
信
す
る
機
会
に
し
た
い
、
と
安
倍
総
理

も
話
さ
れ
て
い
ま
す
が
、
本
市
を
始
め
丹

後
地
方
は
、
伊
勢
神
宮
外
宮
の
豊
受
大
神

様
が
お
祭
り
さ
れ
た
元
伊
勢
神
社
が
御
建

立
さ
れ
て
い

る
、「
元
伊
勢

伝
承
の
ふ
る
さ

と
」
で
す
。
サ

ミ
ッ
ト
の
機
会

に
、
こ
の
尊
い

伝
承
と
日
本

の
ふ
る
さ
と
と

し
て
の
京
丹
後
・
丹
後
の
魅
力
が
、
広
く

世
界
に
発
信
さ
れ
、
我
が
国
内
外
か
ら
た

く
さ
ん
の
皆
さ
ん
に
訪
問
、
交
流
い
た
だ

け
る
こ
と
を
心
よ
り
願
っ
て
い
ま
す
。

　
伊
勢
地
方
に
隣
接
し
て
名
古
屋
・
愛
知

が
あ
り
ま
す
。
本
市
と
名
古
屋
・
愛
知
の

皆
さ
ん
と
は
、「
兄
弟
の
よ
う
な
こ
と
ば
」

の
御
縁
で
昨
年
か
ら
本
格
的
な
交
流
を

始
め
て
い
ま
す
が
、
名
古
屋
に
は
高
名
な

熱
田
神
宮
が
御
建
立
さ
れ
て
い
ま
す
。
熱

田
神
宮
に
は
三
種
の
神
器
の
一
つ
で
あ
る

草く
さ
な
ぎ
の
み
つ
る
ぎ

薙
神
剣
が
奉
斎
さ
れ
、
我
が
国
国
づ
く

り
の
伝
説
的
英
雄
で
あ
る
日や

ま
と
た
け
る
の
み
こ
と

本
武
尊
（
ヤ

マ
ト
タ
ケ
ル
ノ
ミ
コ
ト
）
と
御
由
縁
が
と

て
も
深
い
（
相
殿
さ
れ
て
い
ま
す
）
神
宮

で
す
。
実
は
記
紀
で
は
、
日
本
武
尊
の
父

は
第
12
代
景
行
天
皇
で
あ
り
、
景
行
天

皇
の
母
は
第
11
代
垂
仁
天
皇
の
皇
后
で
あ

る
「
日ひ

葉ば

酢す

媛ひ
め

」
と
記
さ
れ
、
日
葉
酢
媛

が
日
本
武
尊
の
祖
母
に
あ
た
り
ま
す
。
そ

し
て
、
日
葉
酢
媛
こ
そ
は
、
丹
後
を
治
め

た
丹
波
道
主
王
と
「
京
丹
後
七
姫
の
一
人

で
あ
る
川か

わ
か
み
の
ま
す
の
い
ら
つ
め

上
摩
須
郎
女
の
娘
」
で
あ
り
、

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
は
、
京
丹
後
・
丹
後

は
「
日
本
武
尊
の
祖
母
の
地
」！
で
あ
る

こ
と
が
わ
か
り
、
丹
後
と
熱
田
神
宮
が
鎮

座
さ
れ
て
い
る
名
古
屋
・
愛
知
の
地
域
と

の
由
縁
の
尊
さ
・

深
さ
と
と
も
に
、

日
本
の
ふ
る
さ

と
と
し
て
の
丹

後
の
歴
史
の
誇

ら
し
さ
、
素
晴

ら
し
さ
が
深
く

感
じ
ら
れ
ま
す
。

　
本
年
は
「
申
年
」
で
、
果
実
が
熟
し
て

固
ま
っ
て
く
る
年
と
し
て
象
徴
さ
れ
ま
す

が
、
昨
年
、
各
分
野
で
緒
に
つ
き
始
め
た

地
方
創
生
の
諸
取
組
み
を
、
一
層
熟
し
固

め
て
そ
の
両
翼
を
さ
ら
に
広
げ
な
が
ら
、

滑
走
路
か
ら
勇
躍
、
離
陸
し
飛
躍
を
と
げ
、

活
き
活
き
と
し
た
活
力
が
広
く
市
民
の
皆

さ
ん
の
生
活
の
現
場
に
行
き
届
き
浸
透
し

て
い
く
年
へ
と
、
市
民
の
力
を
結
集
し
て

い
く
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま
す
。

　
そ
し
て
、
様
々
な
活
力
が
市
内
に
広
く

浸
透
し
て
い
く
、
そ
ん
な
基
礎
を
得
た
上

で
初
め
て
、
地
方

創
生
の
も
う
一
つ

の
柱
で
あ
る
「
移

住
・
定
住
」
を

大
き
く
招
き
入

れ
て
い
く
た
め
の

「
ま
ち
の
豊
か
な

器
」
が
創
ら
れ
て

い
く
の
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
い
よ
い
よ

本
年
は
、
そ
ん
な
器
を
広
げ
な
が
ら
、
Ｕ

タ
ー
ン
、
Ｉ
タ
ー
ン
、
孫
タ
ー
ン
な
ど
い

ろ
ん
な
形
で
、
日
本
武
尊
の
祖
母
の
ふ
る

さ
と
で
も
あ
る
、
こ
の
な
つ
か
し
い
日
本

の
ふ
る
さ
と
に
、
日
本
中
か
ら
た
く
さ
ん

の
皆
さ
ん
に
帰
っ
て
き
て
い
た
だ
い
て
、

ま
た
、
大
交
流
を
行
い
、
な
つ
か
し
く
て

新
し
い
ご
縁
を
紡
ぎ
な
が
ら
、
市
民
の
み

ん
な
が
そ
れ
ぞ
れ
生
涯
通
じ
て
元
気
で
活

躍
し
て
い
く
、
和
の
ち
か
ら
輝
く
ま
ち
へ

と
築
か
れ
て
い
く
こ
と
を
心
か
ら
願
っ
て

い
ま
す
。

京
丹
後
市
長　
中
山　
泰

市
民
み
ん
な
が
生
涯
元
気
で
活
躍
す
る

　
「
新
し
く
て
な
つ
か
し
い
和
の
ふ
る
さ
と
」
へ

　
　
― 

京
丹
後
は
、
日
本
武
尊
の
祖
母
：
日
葉
酢
媛
の
ふ
る
さ
と 

―
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　今月号の記事の中からクイズを出題します。全問正
解者の中から抽選で 5人に図書カード 500円分をプレ
ゼント！

◆応募方法
はがきに ①クイズの答え（○の中に入る数字や文字）②住
所 ③氏名〈ふりがな〉 ④年齢 ⑤電話番号 ⑥広報紙の感想

問１ 日本最大半水面洞窟を発見　「○の洞窟」を観光資源に
問２ 島津小に米国「○○○○○小」から贈り物
問３ 「大地の学習」市内小学６年生「○○○人」が参加

広報クイズ
やイラスト、取り上げてほしいテーマなどをご記入の上、
秘書広報広聴課まで（宛先は裏表紙を参照）。なお、お寄せ
いただいた感想やイラストは広報紙に掲載することがあり
ます。※⑥の項目も忘れずにご記入ください。
◆応募締切
２月 12日（金）当日消印有効。ウェブサイトからの応募
も受け付けます。(https://www.shinsei.elg-front.jp/kyoto/
uketsuke/sform.do?acs=kohoquiz）
　　　ＱＲコードからもアクセスできます
当選者の発表は３月号のこのコーナーで

日
葉
酢
媛
命

垂
仁
天
皇

景
行
天
皇

日
本
武
尊

丹
波
道
主
王

丹
波
川
上
摩
須
郎
女

第 11 代

播
麿
稲
日
大
郎
姫

第 12 代



２月図書館カレンダー
日 月 火 水 木 金 土
31 1 2 3 4 5 6
7 8 9 10 11 12 13
14 15 16 17 18 19 20
21 22 23 24 25 26 27
28 29 3/1 2 3 4 5

今月のおすすめ

図書館だより
◆開館時間／ 10時〜 18時 （峰山・あみののみ水曜は 19時まで）
　　　　　毎週月曜・毎月 1日は休館日（土日祝日と重なる場合は翌日）
◆貸出／ 1人 20点まで・2週間
◆ ／峰山図書館（☎ 62-5101）大宮図書室（☎ 69-0672）
　　あみの図書館（☎ 72-4946）弥栄図書室（☎ 65-2101）
　　久美浜図書室（☎ 82-1771）丹後図書室（☎ 69-0664）

　ゆきがふりだすと、おかあ
さんはあわててあまざけをつ
くりだした。すると、“トン

トントン”ドアをたたくおと。そこに
は、黄色い服のこどもたち。また“ト
ントントン”今度は赤い服のこども
たち。それは、咲いたばかりのはな
たち。“トントントン”の音とともに、
春待つこころがあたたまります。

◉ 『トントントンをまちましょう』 あまん きみこ／作
鎌田 暢子／絵

ひさかたチャイルド

◉  『国
こく

道
どう

者
もの

』 佐藤 健太郎／著
新潮社

図書館からのお知らせ
◆府内相互貸借サービスの一時停止
について
　京都府立図書館のシステム更新
に伴い、京都府立図書館及び府内
公立図書館等から市立図書館（室）
へ本を取り寄せるサービスを一時
停止します。2月 14 日（日）午後
1時までは受付可能ですが、それ以
降は 3月となります。
　府内相互貸借について詳しくは、
各館（室）へお問い合わせください。

　国が定めた道「国道」。こ
の本は、えっ、これも国道？
どうしてと疑いたくなるよう

な、そんな国道を教えてくれる。舗
装されていないデコボコ道。秘湯へ
の登山国道。勾配厳しい「酷道」。さ
まざまな国道、一度訪ねてみません
か。

　市立図書館（室）では１月６日から数日間、
新春恒例となっている「本の福袋」の貸し
出しを行いました。絵本や物語の本を入れ
た袋の中には、職員手作りのおまけも入っ
ていました。「楽しみにしてきました」と、
並んでいる福袋を嬉しそうに選んでいる姿
が見られました。

　また、あみの図書館では1月、「おみくじ
つき！あみだくじ本」として子ども向けの
企画を開催しました。この企画は、あみだ
くじを引いて、おみくじと職員おすすめの
本を手渡し、本を借りていただくというも
のです。大人向けには昨年同様「おみくじ本」
も実施しました。

　市は、障害者の就労能力の向上と社会参加の促進を
図るため、市役所の実務を体験する「障害者短期職場
実習事業」を昨年 12 月から今年２月にかけて実施し
ています。
　平成 19 年度から取り組んでいる事業で、今年度は
４人が実習。配属先の峰山図書館、あみの図書館、人
事課、健康推進課で、障害者就業・生活支援センター
こまち（大宮町）のサポートを受けながら、図書館で
はカウンター業務や本の整理など、市役所では事務作
業や街頭啓発グッズの作成など、それぞれ 10 日間の
実務を体験します。
　峰山図書館での実習を終えた芝野紗登美さん（峰山
町）は、「笑顔でカウンター業務ができるようになりま
した。図書館で実習してよかったです」と話し、あみ
の図書館で実習した金森宏之さん（弥栄町）は、「本の

返却作業や接客、絵本の読み聞かせなど初めてのこと
ばかりで大変でしたが、とても良い経験になりました」
と感想を述べていました。

障害者の就労を支援 ～市役所で職場実習～

左／あみの図書館で読み聞かせの実習を行う金森宏之さん
右／峰山図書館でカウンター業務の実習を行う芝野紗登美さん

Information

　All English で会話を楽しもう！

「英語でしゃべらナイト」

日　程 時　間
 ２月　９日（火） 19 時 00 分

～
20 時 30 分

16 日（火）
23 日（火）

場所：峰山地域公民館講義室（峰山町杉谷）
参加費：会員 100 円（一般 300 円）
申込方法：２月１日（月）までに、電話または E メー
ルで申し込んでください。

All Engulish でコミュニケーション力アップを目指し
ませんか？少人数のグループでネイティブスピーカー
との会話を楽しみましょう♪

京
きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

Information

外
が い

国
こ く

の方
か た

との交
こ う

流
りゅう

や、国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

・多
た

文
ぶ ん

化
か

共
きょう

生
せ い

のまちづ
くりに関

か ん

心
し ん

のある方
か た

など、どなたでも参
さ ん

加
か

できます。

◎主
おも

な活
かつ

動
どう

内
ない

容
よう

：英
え い

語
ご

・中
ちゅう

国
ご く

語
ご

な
ど語

ご

学
が く

講
こ う

座
ざ

▼ホームステイの受
う

け
入

い

れ ▼ 世
せ

界
か い

の料
りょう

理
り

教
きょう

室
し つ

▼ 外
が い

国
こ く

人
じ ん

への日
に

本
ほ ん

語
ご

教
きょう

室
し つ

▼ 国
こ く

際
さ い

理
り

解
か い

につ
いての講

こ う

演
え ん

会
か い

など
◎年

ねん
会
かい

費
ひ

：個
こ

人
じ ん

会
か い

員
い ん

一
ひ と

口
く ち

2,000
円
え ん

、団
だ ん

体
た い

・法
ほ う

人
じ ん

会
か い

員
い ん

一
ひ と

口
く ち

5,000 円
え ん

外
がい
国
こく
の方

かた
と話
はなし
がしてみたい

外
がい
国
こく
人
じん
や日

に
本
ほん
人
じん
と友
とも
達
だち
になりたい

外
がい
国
こく
の方

かた
で日

に
本
ほん
語
ご
が学

まな
びたい

外
がい
国
こく
の文

ぶん
化
か
を体

たい
験
けん
したい　など

このようなことが思
お も

い浮
う

かんだときに行
い

く場
ば

所
し ょ

、それ
が京

きょう

丹
た ん

後
ご

市
し

国
こ く

際
さ い

交
こ う

流
りゅう

協
きょう

会
か い

です。

料理教室の様子

会
か い

員
い ん

募
ぼ

集
し ゅ う

中
ち ゅ う

ルールは英語で話すこと！日本人同士でも日本語は禁
止です。会話はネイティブスピーカーがリードしてく
れますのでご安心ください。

市職員人事異動

弥栄病院
　看護部　看護師　　　　永島 愛

新規採用 [1月1日付]

退職
[11月9日付]
教育委員会事務局
　久美浜保育所　保育士　川口 優美

[11月30日付]
弥栄病院
　看護部　准看護師　　　田家 純子

[12月31日付]
消防本部峰山消防署久美浜分署
　　　　　警備１係員　　荻野 日翼

　おわびと訂正
　１月号 20㌻の平成 27年度京都府産業功労
者表彰の記事で、本文中に丹後機会

●

工業協同
組合とありましたが、正しくは丹後機械

●

工業
協同組合です。おわびして訂正します。

新春企画
　「本の福袋」「おみくじ・あみだくじ本」

左／本の福袋を手
にとる来館者
右／時代小説やミス
テリーなど７つのジ
ャンルから本が当た
る、あみだくじ本の
展示コーナー

問い合わせ・申込先：京丹後市国際交流協会事務局（麻田）
☎ 0772-69-0120　E-mail ：kokusai_koryu@city.kyotango.kyoto.jp

　

京都府丹後文化会館　インフォメーション

３/６日 前売券
発売中

主催 /（公財）京都府丹後文化事業団・京都府
後援/宮津市教育委員会・京丹後市教育委員会・
与謝野町教育委員会
協力 / ㈱ダンスオブハーツエデュケーション

 開演 15：00（開場 14：30）
 京都府丹後文化会館（峰山町杉谷）
 丹後の小・中・高生がミュージカルを通して

　 生きる素晴らしさを伝えます。
 500 円（一律）※３歳以上有料
 京都府丹後文化会館 ☎ 62-5200

平成 27 年度　文化庁　文化芸術による地域活性化・国際発信推進事業
京都府文化を未来に伝える次世代育み事業

TEN・NYOの贈り物2015
丹後ミュージカル

＜全席自由＞

23 2016.02 222016.02
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人口・世帯数
男　	27,772人	（－10）
女　			29,919人			（+		2）
計				57,691人			（－		8）
世帯数	　22,726世帯	（＋15）
1月1日現在、カッコ内は前月比。住

民基本台帳（外国人含む）による。

　
丹
後
の
歴
史
や
文
化
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
、
身
近

な
伝
承
者
と
し
て
活
躍
す
る
、
小
山
元
孝
さ
ん
。
仕
事

の
ほ
か
、
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
で
も
大
勢
と
つ
な
が
り
、
さ

ま
ざ
ま
活
動
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
。
そ
ん
な
小
山

さ
ん
に
近
況
を
伺
っ
た
。

 

♦　
　
♦　
　
♦

　

幼
い
こ
ろ
か
ら
本
が
好
き
で
昔
話
や
伝
記
を
よ
く

読
ん
で
い
た
と
い
う
小
山
さ
ん
。
小
学
校
４
年
生
の
時

に
漫
画
で
描
か
れ
た
日
本
の
歴
史
と
出
会
い
、
歴
史
へ

の
関
心
を
持
ち
始
め
た
。
６
年
生
に
な
る
頃
に
は
一
人

で
京
都
市
内
の
寺
社
を
巡
る
よ
う
に
な
っ
た
。
大
人
に

な
っ
た
今
で
も
、
日
本
の
仏
教
美
術
を
は
じ
め
、
新
旧

洋
邦
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
を
見
て
回
る
の
が
趣
味
だ
と
い

う
。
高
校
卒
業
後
、
京
都
市
内
の
大
学
・
大
学
院
に
進

学
。
日
本
古
代
の
仏
教
史
に
関
す
る
研
究
を
行
っ
た
。

　
平
成
９
年
、
旧
網
野
町
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
、

教
育
委
員
会
に
配
属
。
翌
10
年
か
ら
文
化
財
を
担
当
し

た
。
主
に
仏
像
や
古
文
書
の
調
査
等
を
行
い
記
録
と
し

て
ま
と
め
、
調
査
で
得
た
成
果
を
高
齢
者
大
学
や
公
民

館
の
講
座
で
発
表
。そ
の
価
値
や
意
味
を
伝
え
て
き
た
。

　
ま
た
地
元
の
網
野
町
郷
土
文
化
保
存
会
か
ら
の
依
頼

で
「
古
文
書
を
読
む
会
」（
現
在
は
、「
郷
土
の
歴
史
な

る
ほ
ど
セ
ミ
ナ
ー
ル
」）
の
設
立
に
尽
力
。
以
後
、
定
期

的
に
読
む
会
を
開
催
し
、
通
算
で
１
５
０
回
を
超
え
る
。

　
さ
ら
に
、
合
併
を
機
に
、
市
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
へ
の

出
演
や
、
ま
ち
歩
き
ガ
イ
ド
の
依
頼
が
増
え
て
い
る
。

　
近
年
は
、
ほ
か
の
地
域
、
各
方
面
か
ら
も
声
を
掛
け

ら
れ
プ
ラ
イ
ベ
ー
ト
の
時
間
も
奔
走
。分
か
り
や
す
く
、

京
丹
後
の
観
光
や
名
産
品
な
ど
の
情
報
も
織
り
交
ぜ
な

が
ら
説
明
す
る
“
小
山
流
”
が
好
評
を
得
て
い
る
。

　
「
正
直
し
ん
ど
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、
幅
広
い
年
代

の
方
々
と
知
り
合
う
こ
と
が
で
き
、
思
わ
ぬ
と
こ
ろ
で

助
け
て
い
た
だ
い
た
り
、
新
た
な
発
見
が
あ
っ
た
り
と

“
つ
な
が
り
”
の
大
切
さ
を
実
感
し
て
い
る
」
と
語
る
。

　
そ
ん
な
人
脈
の
中
か
ら
、
新
た
な
活
動
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。

　
平
成
26
年
、
東
京
在
住
の
同
級
生
か
ら
、「
丹
後
地

域
の
活
性
化
に
貢
献
し
た
い
」
と
相
談
が
あ
り
、
そ
の

活
動
母
体
と
す
る
「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
旦た

に
わ波
」
の

設
立
に
携
わ
っ
た
。
地
域
お
こ
し
に
は
歴
史
や
文
化
に

精
通
し
た
人
材
も
必
要
だ
と
言
わ
れ
趣
旨
に
賛
同
。
現

在
も
、
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
る
。

　
ま
た
昨
年
は
、
東
京
大
学
大
学
院
特
任
助
教
の
林
直

樹
さ
ん
ら
が
離
村
集
落
を
テ
ー
マ
に
研
究
を
進
め
る
事

業
に
参
画
。
市
内
６
地
区
の
元
住
民
に
ヒ
ア
リ
ン
グ
を

行
い
、離
村
集
落
の
現
状
や
課
題
な
ど
を
ま
と
め
た『
消

え
な
い
村
』
を
刊
行
し
た
。（
市
図
書
館
へ
寄
贈
）

　

小
山
さ
ん
は
、「
離
村
に
よ
り
集
落
の
建
物
が
無
く

な
っ
て
も
、
集
落
跡
の
草
刈
り
や
懇
親
会
な
ど
で
住
民

同
士
の
つ
な
が
り
は
維
持
さ
れ
て
い
る
。
以
外
と
村
は
消

え
な
い
と
実
感
し
た
。
そ
の
反
面
、
つ
な
が
り
を
継
承

す
る
手
立
て
や
今
後
何
を
残
し
て
い
き
た
い
か
、
何
を

残
し
て
い
く
べ
き
か
を
、
今
考
え
て
お
く
こ
と
が
地
域
の

未
来
を
考
え
る
上
で
カ
ギ
と
な
る
」
と
語
気
を
強
め
た
。

　
こ
れ
ま
で
京
丹
後
の
歴
史
に
関
連
す
る
論
文
や
記
事

を
多
数
執
筆
し
て
き
た
小
山
さ
ん
。「
丹
後
の
歴
史
が

学
術
的
な
研
究
と
い
う
場
で
取
り
上
げ
ら
れ
る
こ
と
が

ま
だ
ま
だ
少
な
い
。
学
会
等
で
の
発
表
を
は
じ
め
市
内

外
へ
の
発
信
を
強
め
て
い
き
た
い
」
と
意
気
込
む
。

　
一
方
、「
大
学
生
が
卒
論
や
修
論
で
京
丹
後
の
歴
史

や
文
化
を
取
り
上
げ
て
く
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い

る
の
で
、
今
後
に
期
待
し
て
い
ま
す
」
と
笑
顔
を
見
せ

る
。
続
け
て
、「
個
人
的
に
は
少
し
ず
つ
論
文
を
執
筆
し
、

博
士
号
を
取
得
し
た
い
。
ま
た
、
京
丹
後
に
住
ん
で
い

な
く
て
も
、
こ
の
地
域
の
よ
き
理
解
者
を
増
や
し
て
い

き
た
い
」
と
話
し
た
。

　

最
後
に
「
近
い
将
来
、
パ
ー
ト
ナ
ー
を
見
つ
け
て
、

自
分
の
歴
史
に
も
彩
り
を
加
え
た
い
」
と
微
笑
ん
だ
。

▼
昨
年
12
月
25

日
発
行
の
広

報
き
ょ
う
た

ん
ご
１
月
号

別
冊
「
京
丹
後
お
い
し
い
パ
ス

ポ
ー
ト
」
は
ご
覧
い
た
だ
き
ま
し

た
か
？
こ
の
冊
子
は
、
食
と
人
で

都
市
部
と
京
丹
後
を
結
び
、
人
の

交
流
や
食
材
の
流
通
に
つ
な
が
る

こ
と
を
願
っ
て
作
成
し
た
も
の
で
、

京
丹
後
に
ゆ
か
り
の
あ
る
京
阪
神
、

名
古
屋
、
東
京
の
飲
食
店
56
店
を

紹
介
し
て
い
ま
す
。
▼
冊
子
で
は
、

店
の
メ
ニ
ュ
ー
や
参
考
金
額
な
ど

を
ほ
と
ん
ど
掲
載
し
て
い
な
い
の

で
、〝
グ
ル
メ
雑
誌
”
の
よ
う
な
使

い
方
は
で
き
な
い
分
、
京
丹
後
へ

の
想
い
や
食
材
へ
の
こ
だ
わ
り
な

ど
に
重
点
を
置
き
、
人
の
温
か
み

や
食
材
の
豊
か
さ
に
ス
ポ
ッ
ト
を

当
て
て
い
ま
す
。
▼
ぜ
ひ
手
に
取
っ

て
い
た
だ
き
、
京
丹
後
の
豊
か
さ

を
改
め
て
ご
覧
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
皆
さ
ん
の
交
流
の
き
っ
か
け

に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま

す
／
秘
書
広
報
広
聴
課

2015.11  vol.140 70

京
丹
後
の
未
来
は

　
　
歴
史
の
継
承
が
カ
ギ

小山　元
も と

孝
た か

 さん（42）

　　　　　　　　　（網野町網野）

京丹後市文化財保護課

▶
人
が
住
ま
な
く
な
っ
た
集
落
に
つ
い
て
ま

と
め
た
「
消
え
な
い
村
ー
京
丹
後
の
離
村
集

落
と
そ
の
後
ー
」
を
手
に
す
る
小
山
さ
ん

主任
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